


【下関市まちづくり協議会】

 下関市では、平成２６年９月に制定された「下関市住民自治によるまちづくりの推進に関す
る条例」に基づき、市内全１７地区でまちづくり協議会が設立され、それぞれの地区で、住民
が主体となった特色あるまちづくりの取組みが展開されています。
 この事例集では、令和３～４年度に、市内１７地区まちづくり協議会で実施された活動の一
部を紹介しています。
 新型コロナウイルス感染症の感染拡大により地域活動が大幅に制限される中、現状を見据え、
未来につながる取組みを模索する各地区まちづくり協議会の活動事例を、今後のまちづくり活
動の継続や充実のためにお役立ていただければ幸いです。   



01 中東地区まちづくり協議会・・・P1∼2
CASEⅠ ＳＤＧｓな中東のまち～未来の暮らし体験～
CASEⅡ ペットボトルツリー点灯
CASEⅢ 「からと子ども食堂 縁」

02 西部地区まちづくり協議会・・・P3∼4
CASEⅠ 地域食堂事業「Happiness食堂」
CASEⅡ 防犯対策講習会「うそ電話詐欺を知る」

03 向洋地区まちづくり協議会・・・P5∼6
CASEⅠ 福岡市民防災センターで体験・
         エコタウンセンターでの研修
CASEⅡ メタセコイア並木道の清掃除草活動
CASEⅢ 公共施設への門松贈呈

04 山の田地区まちづくり協議会・・・P7∼8
CASEⅠ 資源ごみ回収事業
    （地球温暖化対策プロジェクト部会）
CASEⅡ 「支えあい隊」活動事業
    （支えあいサポートプロジェクト部会）

05 彦島地区まちづくり協議会・・・P9∼10
CASEⅠ 地域交流事業「彦まちミニ駅伝大会」
CASEⅡ 安全快適まちづくり事業「救急救命講習会」
CASEⅢ  地域活性化事業（彦島歴史文化の会）
     「日本遺産フェスティバル」出展

06 長府地区まちづくり協議会・・・P11∼12
CASEⅠ タウンコンサート in 長府 -教育部会-
CASEⅡ 長府の寺子屋 -教育部会-

07 長府東部地区まちづくり協議会・・・P13
 走り方教室・イルミネーション・防災訓練・
  ふるさと祭り・認知症フェアin長府東部２０２３

08 安岡地区まちづくり協議会・・・P14
 ピカピカウォーク

09 東部５地区まちづくり協議会・・・P15∼16
CASEⅠ 王司地区映画鑑賞会
CASEⅡ 東部5地区グラウンド・ゴルフ選手権大会

10 勝山地区まちづくり協議会・・・P17∼18
CASEⅠ 体験交流農園「井田の里」の開設、運営支援 
CASEⅡ 知ってほしい・視覚障害のこと

11 内日地区まちづくり協議会・・・P19∼20
CASEⅠ 地域行事の復活『どんど焼き』 
CASEⅡ 高齢者の健康増進事業
        『懐かしの歌をうたう会』
CASEⅢ 鯉のぼりの掲示

12 川中地区まちづくり協議会・・・P21∼22
CASEⅠ 綾羅木川河川敷環境整備
    （綾羅木川堤防南側川表法面に紫陽花を植栽）
CASEⅡ Candle Night ２０２３ 
            in 下関市立考古博物館

13 吉見地区まちづくり協議会・・・P23∼24
CASEⅠ 「恐竜エコアート」
     （令和３年度 毘沙ノ鼻関連事業）
CASEⅡ 「浴衣着付け教室・盆踊り教室」   
     （令和4年度 教育活動事業）
CASEⅢ 「第１回吉見温泉センター古本まつり」
     （令和4年度 イベント企画事業）

14 菊川地区まちづくり協議会・・・P25∼26
CASEⅠ 地域体験教室（菊川で学び、活躍する日）
CASEⅡ 菊川町賑わい事業
    （夏まつり花火大会ステージ、 提灯タワー）
CASEⅢ 高齢者見守り事業
    （おれんじ文化祭認知症ミニフェスティバルin豊東）

15 豊田地区まちづくり協議会・・・P27∼28
CASEⅠ 豊田発シモノセキキラキラプロジェクトへの参加
CASEⅡ 長門ポッポＳＬ里帰り事業
CASEⅢ 第１回まち中花いっぱいフォトコンテスト

16 豊浦地区まちづくり協議会・・・P29∼30
CASEⅠ とよステ（とようら みんなの ステージ）
CASEⅡ 行政との懇談会・要望書の提出

17 豊北地区まちづくり協議会・・・P31∼32
CASEⅠ 成人式プロジェクト
CASEⅡ 専修寺マルシェ
CASEⅢ 豊北中学校駐車場白線再生

目次



 ■ 事務所
  〒750-0005
  下関市唐戸町4番1号 
         カラトピア5階
   □☎／ ：083-250-8380

 ■ 地域の状況（R4.10.1現在）
  人  口：21,579人 
   世 帯 数：12,100世帯
  中学校区：日新、名陵中学校
  面  積：7.77㎢

 ■ H P  : http://chuto-machikyo.net/
 ■ MAIL : jimukyoku@chuto-machikyo.net

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
中
東
の
ま
ち

　
　
　
　

～
未
来
の
暮
ら
し
体
験
～

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

は
、
国
連
で
採
択
さ
れ
た
２
０
３
０
年
ま
で

に
目
指
す
べ
き
国
際
目
標
で
す
。
目
標
達
成

の
た
め
に
、
日
本
国
内
に
お
い
て
も
様
々
な

法
改
正
が
行
わ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
に
も
変

化
が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

　
中
東
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
お
い
て

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
学
習
会
を
１
年
間

重
ね
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
づ
く
り

に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
を
学
び

ま
し
た
。
そ
し
て
、
私
た
ち
が
学
ん
で
き
た

こ
と
を
地
域
住
民
の
方
に
も
広
く
知
っ
て
い

た
だ
き
、
持
続
可
能
な
安
全
、
安
心
な
ま
ち

づ
く
り
を
住
民
み
ん
な
で
作
り
上
げ
る
た
め

に
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

　
「
未
来
（
子
や
孫
）
の
た
め
に
、
み
ん
な

で
つ
な
ぐ
、
幸
せ
な
暮
ら
し
の
た
め
の
17
の

目
標
」
を
少
し
で
も
感
じ
て
い
た
だ
き
、
自

分
が
出
来
る
こ
と
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

れ
ば
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
成
功
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

１

下関市役所前市民広場にて

まちづくり協議会

中 東
地 区

　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
は
「
唐
戸
周
辺
を

ゆ
っ
く
り
と
家
族
と
歩
く
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
」
「
知
ら
な

い
店
を
知
っ
て
よ
か
っ
た
」
「
地
図
が

無
か
っ
た
の
で
、
探
す
の
が
楽
し
か
っ

た
」
な
ど
、
好
評
で
し
た
。
パ
ネ
ル
展

に
お
い
て
は
、
個
別
に
熱
心
に
見
て
い

た
方
や
防
災
危
機
管
理
課
・
中
国
電
力

の
人
に
聞
い
て
い
た
方
も
。
リ
ユ
ー
ス

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
完
売
に
！
　
献
血
に
は

50
人
来
ら
れ
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
は
２

０
０
人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
に
来
ら
れ
た
５
０
０
人
の

方
に
も
、
意
識
付
け
は
で
き
た
と
思
い

ま
す
。     

◆
開
催
日
：
令
和
４
年
11
月
26
日
（
土
）
10
時
～
16
時

◆
場
　所
：
下
関
市
役
所
前
市
民
広
場

◆
参
加
者
：
約
１
０
０
０
名

◆
内
　容
：

◎
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
（
令
和
4
年
11
月
1
日
～
25
日
ま
で
）

　
11
月
26
日
本
部
に
て
回
収
。
景
品
交
換
は
１
０
０
名
に
！

◎
パ
ネ
ル
展
（
会
場
テ
ン
ト
内
に
て
）

　
「
文
関
小
学
校
：
実
践
発
表
」
「
中
国
電
力
：
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

取
組
み
」
「
防
災
危
機
管
理
課
：
防
災
に
つ
い
て
」
「
中
東
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
：
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
要
」
を
パ
ネ
ル
展
示
。

◎
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　開
会
式
、
学
習
発
表
（
名
陵
小
学
校
・
養
治
小
学
校
）
、
ブ

ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
（
日
新
中
学
校
）
、
校
歌
（
手
話
）
、
童
謡

（
長
廣
め
い
こ
）
、
ラ
イ
ヤ
ー
演
奏
（
田
中
教
江
）
、
ラ
イ
ブ

（
マ
ウ
ン
テ
ン
マ
ウ
ス
ま
ぁ
し
ぃ
）
、
シ
ン
ガ
ー
（
牟
田
裕
）
、

平
家
太
鼓
（
赤
間
会
）
、
ご
み
関
連
・
防
災
に
つ
い
て
の
講
演
　

ｅ
ｔ
ｃ

◎
リ
ユ
ー
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
献
血
（
下
関
西
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
共
催
）

◎
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
東
部
地
区
保
健
推
進
員
）

経
緯
・
き
っ
か
け

　

活

動

内

容

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅰ

　
今
後
は
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
目
標
を
個
人

で
ど
う
付
き
合
っ

て
い
く
か
、
具
体

的
に
示
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。



ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ツ
リ
ー
点
灯

　
平
成
30
年
度
の
「
地
域
力
ア
ッ
プ
事
業
」
に
、
北
浦

街
道
の
ま
ち
興
し
事
業
と
し
て
応
募
し
、
認
定
さ
れ
た

こ
と
が
こ
の
事
業
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

２

　
ほ
っ
と
す
る
街
づ
く
り
の
一
環
で
、
使
用
済
み

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
再
利
用
と
し
て
始
め
ま
し
た
が
、

令
和
4
年
度
で
5
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

◆
点
灯
場
所
：
常
盤
公
園
（
幸
町
勤
労
福
祉
会
館
横
）

◆
点
灯
期
間
：
令
和
4
年
12
月
1
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
和
5
年
2
月
28
日 

◆
高
さ
3
ｍ×

1
基
、
2
ｍ×

1
基
、
関
門
橋
、

ク
ジ
ラ
を
設
置
し
ま
し
た
。    

◆
事
前
準
備
、
運
搬
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

設
置
、
撤
去
に
際
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　て
は
多
く
の
サ
ポ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      

タ
ー
の
支
援
が
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。
次
第
に
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
知
さ
れ
、
冬
季
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物
と
し
て
定
着
し
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
あ
り
ま
す
。

　
関
係
し
て
い
る
サ
ポ
ー
タ
ー
が
次
第

に
高
齢
化
し
て
き
て
い
る
と
共
に
、
資

材
の
保
管
場
所
に
腐
心
し
て
い
る
状
況

で
す
。
今
後
は
、
で
き
れ
ば
常
盤
公
園

の
み
で
は
な
く
、
条
件
の
整
う
他
の
公

有
地
に
も
設
置
で
き
れ
ば
と
期
待
し
て

い
ま
す
。

「
か
ら
と
子
ど
も
食
堂 

縁
」

経
緯
・
き
っ
か
け

　

活

動

内

容

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅱ

Ⅲ

　
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
地
域
住
民
の
多
世
代
交
流
が
出
来
る
楽
し
い
居
場
所
を
作

る
た
め
、
令
和
3
年
3
月
に
立
ち
上
げ
、
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

経

緯

・

き

っ

か

け

◆
食
堂
開
催
日
：
毎
月
第
2
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
16
時
～
18
時

◆
参
加
人
数
：
平
均
約
55
名
（
ス
タ
ッ
フ
含
）

　
食
事
提
供
時
間
は
17
時
と
し
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
自
由
時
間
で
、
ゲ
ー
ム
や
宿
題

を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
の
登
録
人
数
は
約
20
名
で
、

食
堂
開
催
日
と
は
別
に
「
ス
タ
ッ
フ
会
議
」

を
毎
月
第
4
水
曜
日
に
開
催
し
、
よ
り
美

味
し
い
食
事
を
提
供
出
来
る
よ
う
話
し
合
い

を
し
て
い
ま
す
。

 

活

動

内

容

　
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
回
数
を
重
ね
る

ご
と
に
、
子
ど
も
た
ち
も
徐
々
に
慣
れ

て
き
て
、
参
加
者
全
員
、
大
変
楽
し
み

に
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
食
事
提
供
だ
け
で
は
な
く
、

学
習
支
援
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

成
果
・
課
題
・
展
望

□ POINT

点灯中の様子

 コロナ禍の中、マスク着用・手指の
消毒・検温・換気・黙食等、基本的な
対策はもちろん、テーブルも家族単位
とし、感染防止対策をしてきました。
 コロナウイルスに振り回されること
なく、子どもたちがもっと自由に伸び
のびと過ごすことが出来るようになっ
て欲しいと願っています。



 ■ 事務所
  〒750-0065
  下関市伊崎町一丁目4番30号 
         西部公民館内
   □☎／ ：083-250-6455

 ■ 地域の状況（R4.10.1現在）
  人  口：10,629人 
   世 帯 数：  6,867世帯
  中学校区：文洋中学校
  面  積：3.25㎢

 ■ H P  : https://seibumachi.jimdofree.com/
 ■ MAIL : qqsp7hv9k@cap.ocn.ne.jp

地
域
食
堂
事
業
「H

a
p
p
in
e
s
s

食
堂
」

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
仕
組
み
を
活
か
し
た

地
域
連
携
教
育
の
一
環
と
し
て
、
文
洋
中
学
校
区
の
つ

な
が
る
ネ
ッ
ト
と
西
部
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
教

育
部
会
が
協
力
し
、
「H

appiness

食
堂
」
を
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

３

食事中

まちづくり協議会

西 部
地 区

　
家
族
や
地
域
の
人
た
ち
や
小
学
生
に

「
美
味
し
い
！
」
と
褒
め
て
も
ら
い
、

感
謝
さ
れ
る
こ
と
で
、
中
学
生
た
ち
は

少
し
照
れ
く
さ
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た

が
、
大
満
足
だ
っ
た
様
子
で
す
。

　
小
学
生
のH

appiness

学
習
も
同

時
開
催
し
、
子
ど
も
た
ち
の
学
習
に
た

く
さ
ん
の
地
域
の
方
々
が
寄
り
添
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　こ
れ
か
ら
も
地
域
の
中
で
、
顔
の
分

か
る
関
係
づ
く
り
が
広
が
っ
て
行
く
よ

う
に
、
取
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

経
緯
・
き
っ
か
け

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅰ

□ POINT

　
文
洋
中
学
校
の
生
徒
が
主
体
と
な
り
、
実
行
委
員
を

立
ち
上
げ
、
地
域
の
プ
ロ
の
料
理
人
か
ら
、
料
理
を
学

ぶ
と
い
う
取
組
み
で
す
。
地
域
の
大
人
と
子
ど
も
が
協

力
し
て
、
約
２
０
０
食
の
お
弁
当
を
作
り
ま
し
た
。

◆
活
動
期
間
：
令
和
4
年
6
月
～
12
月

◆
計
６
回
開
催
し
ま
し
た  

！

　
【
第
1
回
】
6
月
8
日
　
参
加
者
：
１
８
２
人

　
【
第
2
回
】
6
月
22
日
　
参
加
者
：
１
９
６
人

　
【
第
3
回
】
9
月
21
日
　
参
加
者
：
１
７
９
人

　
【
第
4
回
】
10
月
26
日
　
参
加
者
：
２
４
６
人

　
【
第
5
回
】
11
月
30
日
　
参
加
者
：
２
６
８
人

　
【
第
6
回
】
12
月
14
日
　
参
加
者
：
　
８
９
人

 
活

動

内

容

同時開催の
Happiness学習

調理開始！調理中…

 今後の方針として、
多くの方々に参加し
てもらうための広報
活動を積極的に行い、
地域の方々に協力し
て頂くための活動報
告会等を開催したい
と考えています。



防
犯
対
策
講
習
会
「
う
そ
電
話
詐
欺
を
知
る
」

　
近
年
、
手
口
が
巧
妙
化
し
て
い
る
う
そ
電
話
詐
欺
。
実
際
に
身
近
な
と
こ

ろ
で
も
被
害
が
発
生
し
て
い
る
中
、
詐
欺
を
防
ご
う
と
「
う
そ
電
話
詐
欺
を

知
る
」
防
犯
対
策
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
被
害
に
あ
う
こ
と
が
多
い
高
齢
者
の
み
な
ら
ず
、
ご
家
族
で
あ
る
子
ど
も

さ
ん
や
お
孫
さ
ん
世
代
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
家
族
が
一
緒
に
詐
欺

の
手
口
や
対
策
を
知
り
、
会
話
を
す
る
こ
と
で
、
詐
欺
か
ら
大
切
な
財
産
を

守
れ
る
よ
う
こ
の
活
動
を
計
画
し
ま
し
た
。

４

　
大
切
な
人
や
家
族
を
「
う
そ
電
話
詐

欺
」
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
み
ん
な
が

正
し
い
防
犯
知
識
を
持
ち
、
積
極
的
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
も
こ
の
活
動
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
被
害
撲
滅
に
取
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

経

緯

・

き

っ

か

け

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅱ

□ POINT

講習会のチラシ

◆
開
催
日
：
令
和
4
年
9
月
4
日
（
日
）
　
◆
参
加
者
：
65
名

◆
内
　容
：

　山
口
県
下
関
警
察
署
生
活
安
全
課
の
職
員
の
方
に
よ
る
防
犯
講
話

　
「
う
そ
電
話
詐
欺
を
知
る
」

　
　
　
　
　～
色
々
な
手
口
を
知
っ
て
、
対
策
を
考
え
よ
う
～

　
・
映
像
に
よ
る
電
話
詐
欺
の
色
々
な
手
口
の
紹
介
。

　
・
山
口
県
内
で
の
発
生
傾
向
を
知
る
こ
と
で
対
策
を
考
え
る
。

　
・
対
象
は
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
家
族
で
で
き
る
対
策
を
。

　
・
う
そ
電
話
詐
欺
を
防
ぐ
た
め
の
防
犯
グ
ッ
ズ
の
紹
介
。

 

活

動

内

容

～講習会中の様子～
地域の皆さんの関心も高く、

多くの方にご参加頂きました！

 コロナ対策として、会場では、
アルコール消毒と検温を徹底しま
した。
 また、座席間隔を十分にとり、
換気もしっかりと実施！
 県、市及び公共機関の使用制限
が発生した場合は、それに準じ中
止することも含めて、活動をして
います。



 ■ 事務所
  〒750-0047
  下関市向山町１４番１号 
          向山小学校内
  □ ☎／ ：083-250-7333

 ■ 地域の状況（R4.10.1現在）
  人  口：8,918人 
   世 帯 数：5,079世帯
  中学校区：向洋中学校
  面  積：1.92㎢
 
 ■ H P  : https://kouyou-machikyo.jimdofree.com/
 ■ MAIL : koyochikumachidukuri@helen.ocn.ne.jp

福
岡
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
で
体
験
・

　
　

エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
で
の
研
修

　
高
齢
化
が
進
み
、
独
居
家
庭
が
多
く
な
っ
て
い
る

と
い
う
地
域
の
実
態
が
あ
る
中
、
地
震
・
風
水
害
・

火
災
な
ど
が
発
生
し
た
際
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
を
防
災
セ
ン
タ
ー
で
体
験

す
る
と
と
も
に
、
エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
研
修

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

５

メタセコイア並木道の清掃除草活動

まちづくり協議会

向 洋
地 区

　
参
加
者
か
ら
は
、
視
察
体
験
を
し
た
こ
と
で
、

災
害
が
起
き
た
時
の
行
動
・
対
応
を
考
え
さ
せ
ら

れ
た
と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
し
て
、
防
災
等
、

今
後
の
活
動
に
対
し
て
の
課
題
を
多
く
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
実
施
日
：
令
和
4
年
3
月
26
日 
（
土
）
　
　◆
参
加
者 

：
20
名

◆
場
　所
：
福
岡
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
・
北
九
州
市
エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
人
数
が
制
限
さ
れ
た
活
動
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
福
岡
市
民
防
災
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
地
域
で
は
で
き
な
い
地
震
発
生
装
置
で
の
地
震
体
験
や
水
圧
に
よ
る
車
の
ド
ア

開
な
ど
貴
重
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
北
九
州
市
エ
コ
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
に
お
い
て
は
、
電
力
不
足
が
さ
さ
や
か
れ
て
い

る
夏
に
向
け
て
の
対
策
や
、
大
気
汚
染
を
削
減
す
る
風
力
発
電
の
仕
組
み
を
学
ぶ
と
共
に
、
設
置

さ
れ
て
い
る
現
場
に
て
、
羽
根
の
大
き
さ
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
で
の
風
の
向
き
に
よ
る
羽
根

の
動
き
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

福岡市民防災センター前にて

経
緯
・
き
っ
か
け

　

活

動

内

容

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅰ



メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
道
の

　
　

清
掃
除
草
活
動

　
令
和
4
年
４
月
に
、
下
関
市
立
市
民
病
院
の
入
口
に

「
旧
下
関
球
場
跡
」
、
下
関
市
立
向
洋
中
学
校
正
門
入
口

に
「
メ
タ
セ
コ
イ
ア
並
木
道
」
の
案
内
看
板
を
設
置
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
美
し
い
景
観
を
保
ち
た
い
と
の
思

い
か
ら
清
掃
除
草
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

６

◆
令
和
4
年
7
月
9
日
（
土
）

　
小
・
中
学
校
生
徒
と
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
60
名

で
、
向
洋
中
学
校
側
の
歩
道
に
植
え
て
い
る
メ
タ
セ
コ
イ

ア
の
根
元
付
近
・
歩
道
・
車
道
側
の
除
草
取
り
と
落
ち
葉

の
回
収
を
行
な
い
ま
し
た
。

◆
令
和
4
年
10
月
1
日
（
土
）

　
建
設
現
場
の
人
た
ち
に
も
お
手
伝
い
を
頂
き
、
70
名
で
、

前
回
同
様
に
清
掃
除
草
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
下
関
市
総
合
体
育
館
建
設
に
伴
い
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト

中
は
、
向
洋
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
駐
車
場
と
し
て
使
用

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
人
の
往
来
が
多
く
な
る
の
で
は
と
の

考
え
か
ら
、
中
学
校
側
と
体
育
館
建
設
中
側
の
歩
道
の
両

方
を
き
れ
い
に
し
ま
し
た
。

　
綺
麗
に
な
っ
た
歩
道
を
見
な
が
ら
、

こ
の
景
観
を
保
つ
た
め
に
は
、
地
域
の

方
に
も
呼
び
か
け
、
定
期
的
に
清
掃
活

動
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。

□ 
POINT

マスクなどの感染症対策や、水分補給・休憩等
の熱中症対策の上、車や歩行者に注意しながら
事故が無いように活動しました。

公
共
施
設
へ
の

　
　
　
　

門
松
贈
呈

経
緯
・
き
っ
か
け

　

活

動

内

容

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅱ

Ⅲ

　
平
成
28
年
に
、
向
洋
町
の
中
原
自
治
会
長
さ

ん
が
向
洋
中
学
校
の
生
徒
た
ち
と
一
緒
に
門
松

を
作
り
、
玄
関
に
飾
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
り
ま
し
た
。
翌
年
か
ら
文
化
の
継
承
と
し
て
、

小
・
中
学
校
に
声
を
か
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

り
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催
で
門
松
作
り
に

取
り
組
み
、
公
共
施
設
へ
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

経
緯
・
き
っ
か
け

◆
令
和
４
年
12
月
24
日
（
土
）
９
時
～
12
時 

◆
参
加
者
：
70
名

◆
場
　所
：
向
山
小
学
校
体
育
館

館
内
を
9
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、
1
ブ
ロ
ッ
ク

7
～
8
名
で
贈
呈
す
る
門
松
を
作
り
ま
し
た
。

　
活

動

内

容

　
年
末
の
忙
し
い
中
で
し
た
が
、
小
中

学
校
・
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を

始
め
、
今
年
初
参
加
の
梅
光
学
院
大
学

生
な
ど
と
の
交
流
が
で
き
て
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
メ
ン
バ
ー
が
高
齢
化

す
る
中
、
大
学
生
が
優
し
く
子
ど
も
た

ち
と
交
流
す
る
姿
を
見
て
、
今
後
の
活

動
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
大
学
生
等

と
の
交
流
を
深
め
、
若
い
人
た
ち
へ
継

承
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　
各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
紹
介

と
し
て
Ｊ
：
Ｃ
Ｏ
Ｍ
の
取
材
も
。
後
日

放
送
を
観
て
、
皆
が
助
け
合
っ
て
製
作

し
て
い
た
の
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

成
果
・
課
題
・
展
望

教
育
セ
ン
タ
ー
・
こ
ど
も
園

下
関
市
体
育
館
・
下
関
市
立
市
民
病
院

向
山
小
学
校
・
向
洋
中
学
校

下
関
市
民
セ
ン
タ
ー
・
た
ち
ば
な
会

向
山
児
童
ク
ラ
ブ
に
贈
呈
し
ま
し
た
！

門松づくり



　
本
市
で
は
、
各
家
庭
の
資
源
ご
み
は
毎
週
月

曜
日
か
ら
金
曜
日
に
出
さ
れ
、
市
の
ク
リ
ー
ン

推
進
課
が
回
収
し
て
ま
す
。
本
事
業
で
は
、
市

が
回
収
を
行
わ
な
い
毎
週
土
曜
日
に
、
各
家
庭

か
ら
一
般
ご
み
と
同
じ
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

資
源
ご
み
を
出
し
て
も
ら
い
、
山
の
田
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
が
こ
れ
を
指
定
業
者
に
回
収
、

計
量
さ
せ
た
上
で
、
市
に
申
請
し
て
回
収
重
量

に
応
じ
た
奨
励
金
を
受
け
取
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
本
事
業
は
、
管
内
の
16
自
治
会
と
の

共
同
実
施
で
す
（
令
和
5
年
9
月
末
現
在
）
。

【
令
和
4
年
度
実
績
】

・
資
源
ご
み
回
収
量
：
１
１
３
ト
ン 

・
市
か
ら
受
け
た
奨
励
金
：
45
万
３
千
３
２
０
円

　（
配
分
割
合
：
自
治
会
70
％
、
小
中
学
校
15
％
、

　
　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
15
％
）

・
市
の
ご
み
処
理
費
用
削
減
効
果
：
４
５
２
万
円

 ■ 事務所
  〒751-0834
  下関市山の田東町4番13号 
         北部公民館内
   ☎：083-250-7955
  □  ：083-250-7965

 ■ 地域の状況（R4.10.1現在）
  人  口：17,869人 
   世 帯 数：  9,383世帯
  中学校区：山の田中学校
  面  積：3.77㎢

 ■ H P  : https://yamanota-machikyo.com
 ■ MAIL : yamanotamachizukuri@road.ocn.ne.jp

資
源
ご
み
回
収
事
業

（
地
球
温
暖
化
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
会
）

　
近
年
の
異
常
気
象
は
地
球
温
暖
化
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
解
決
策
と

し
て
Ｃ
Ｏ
２
削
減
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
貢
献
で
き
る
身
近
な
活
動

で
あ
る
ご
み
の
減
量
に
取
組
む
こ
と
で
、
次

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
し
て
、
本
事

業
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

・
古
紙
や
段
ボ
ー
ル
を
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
こ

と
で
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
発
生
抑
制
に
つ
な

が
る
。

・
再
資
源
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
資
源
ご
み

を
有
効
活
用
で
き
る
。

・
市
が
ご
み
処
理
に
要
す
る
費
用
は
、
1
ト

ン
当
た
り
約
4
万
円
。
市
に
代
わ
っ
て
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
が
ご
み
を
回
収
し
、
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
こ
と
で
、
市
の
ご
み
処
理
費
用
削

減
に
貢
献
で
き
る
。

・
回
収
重
量
に
応
じ
た
市
か
ら
の
奨
励
金
を

受
け
、
関
係
団
体
に
還
元
で
き
る
。

７

山の田交差点周辺早朝清掃活動（月2回定期的継続実施）

まちづくり協議会
地 区

【
成
果
】
奨
励
金
を
関
係
団
体
へ
還
元
し
ま

し
た
。
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
し
て
も
収
益
の

15
％
を
自
主
財
源
と
し
て
受
け
取
り
ま
し
た
。

【
課
題
】
令
和
元
年
度
の
事
業
開
始
以
来
、

参
加
自
治
会
数
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
が
、
現

在
は
管
内
の
33
自
治
会
中
16
自
治
会
で
す
。
不

参
加
自
治
会
に
対
し
、
こ
れ
ま
で
参
加
を
促
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
な
か
な
か
理
解
を
得

ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
状
況
で
す
。
今
後
も
引

き
続
き
説
明
を
続
け
、
参
加
自
治
会
数
を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
す
。

【
今
後
の
展
望
】
管
内
の
自
治
会
だ
け
で
な

く
、
他
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
も
参
加
を

促
し
、
本
市
の
資
源
ご
み
の
有
効
活
用
、
ひ
い

て
は
地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
経
緯
・
き
っ
か
け
　

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅰ

活

動

内

容

山 の 田



「
支
え
あ
い
隊
」
活
動
事
業

　
　
　
　

（
支
え
あ
い
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
会
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
爆
発
的
な
流
行
を
前
に
、
令
和

３
年
６
月
、
電
話
に
よ
る
高
齢
者

の
第
１
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
予

約
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
当
初
は
電
話
が
全
く
つ
な
が

ら
ず
、
予
約
が
で
き
な
い
と
い
う

状
態
で
し
た
。
　

　
そ
う
し
た
状
況
を
見
か
ね
た
山

の
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の

有
志
６
名
が
、
高
齢
者
に
代
わ
っ

て
電
話
予
約
を
始
め
た
の
が
本
事

業
立
ち
上
げ
の
き
っ
か
け
で
す
。

　
結
果
と
し
て
、
４
０
０
名
近
い

高
齢
者
の
代
行
予
約
を
行
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
「
支
え
あ
い
隊
」
活

動
の
ほ
か
、
高
齢
者
向
け
の
ス
マ

ホ
教
室
も
行
っ
て
い
ま
す
。

８

　
地
域
の
高
齢
者
が
困
っ
て
い
る
姿
を
見
て
自
分
た
ち
で
で
き
る
範
囲
で

支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
い
う
小
さ
な
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
事
業
で
す
が
、

他
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
か
ら
、
活
動
内
容
や
実
施
方
法
等
に
つ
い
て
問

い
合
わ
せ
や
説
明
依
頼
を
受
け
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

経
緯
・
き
っ
か
け

成

果

・

課

題

・

展

望

Ⅱ

「支えあい隊」隊員

 

活

動

内

容

◆
「
支
え
あ
い
隊
」
活
動

　
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障
が
い
を
持
つ
方
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご

と
を
、
地
域
の
チ
カ
ラ
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
「
支
え
あ
い

隊
」
隊
員
に
よ
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
。

　
地
域
で
ち
ょ
っ
と
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
必
要
と
し
て
い
る
高
齢
者
や
障
が
い
の

あ
る
方
と
、
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
人
を
結
び
、
支
え
あ
う
新
た
な
取
組
み
で
あ
り
、

「
支
え
あ
い
隊
」
隊
員
に
つ
い
て
は
随
時
、
募
集
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
必
要

な
方
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
幅
広
い
周
知
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　
【
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

サ
ポ
ー
ト
の
一
例
】

　
　
　
・
ご
み
出
し
、
電
球
交
換
、
安
否
確
認
（
１
０
０
円
／
１
回
）  

　
　
　
・
買
い
物
、
室
内
掃
除
（
１
０
０
円
／
30
分
）

　
　
　
・
草
取
り
（
５
０
０
円
／
１
時
間
）
等
々

　【
令
和
４
年
度
実
績
】 

計
４
３
１
件

　
　
　
・
ご
み
出
し
：
３
９
５
件
　
・
草
刈
り
：
９
件
　
・
掃
除
：
６
件

　
　
　
・
電
球
交
換
：
３
件
　
　
　
・
軽
作
業
：
４
件 

　
他
　

◆
高
齢
者
向
け
ス
マ
ホ
教
室
の
開
催

　
ス
マ
ホ
を
持
っ
て
は
い
る
が
、
使
え
な
い
・
文
字
が
打
て
な
い
高
齢
者
を
対

象
に
実
施
。
基
本
的
な
使
い
方
を
は
じ
め
、
安
全
対
策
や
写
真
、LINE

、
地
図

ア
プ
リ
な
ど
、
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　【
令
和
4
年
度
実
績
】
９
回
実
施
　
延
べ
１
５
４
名
参
加

有償ボランティア活動



 ■ 事務所
  〒750-0075
  下関市彦島江の浦町1丁目 
      3番１号 彦島公民館内
  ☎：083-250-9117
□    ：083-250-9118

 ■ 地域の状況（R4.10.1現在）
  人  口：23,429人 
   世 帯 数：12,214世帯
  中学校区：彦島、玄洋中学校
  面  積：11.26㎢

 ■ H P  : http://www.hikoshima.jp/
 ■ MAIL : hikomachi@hikoshima.jp

地
域
交
流
事
業
「
彦
ま
ち
ミ
ニ
駅
伝
大
会
」

　
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
全
員
が
集
ま
っ
て
の
地
域
交
流
が
な
か
な
か
実
施

で
き
ず
、
活
動
を
自
粛
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
そ
う
い
っ
た
状
況
の
中
、
外
で
の
イ
ベ
ン
ト
と
い
う
こ
と
で
、

５
つ
の
自
治
連
合
会
が
取
組
ん
で
い
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
再
興
し
、
さ
ら

な
る
活
性
化
を
目
標
に
「
第
１
回
彦
ま
ち
ミ
ニ
駅
伝
」
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

９

まちづくり協議会

彦 島
地 区

　
小
学
生
選
手
の
選
出
で
は
、
児
童
数
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
。
日

程
も
、
テ
ス
ト
週
間
や
他
行
事
が
あ
る
た
め
、
調

整
が
難
し
く
、
今
後
の
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
環
境
整
備
事
業
と
合
同
で
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
な
く
、
公
募
に
て
広
く

参
加
者
を
募
り
、
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
た
住
民
の

方
々
や
各
自
治
会
、
団
体
、
そ
し
て
地
元
の
企
業

の
参
加
も
あ
り
70
名
を
超
え
る
メ
ン
バ
ー
で
草
刈

り
や
走
路
の
石
こ
ろ
を
拾
っ
た
り
、
選
手
が
け
が

を
し
な
い
よ
う
に
、
走
路
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
　

　苦
労
や
今
後
の
課
題

も
あ
り
ま
し
た
が
、
彦

島
地
区
内
の
自
治
会
、

学
校
及
び
企
業
の 

協
力

も
あ
り
、
彦
島
全
体
が

一
枚
岩
に
な
っ 

て
こ
の

大
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

「
つ
な
ご
う
！   

彦
島
の
き
ず
な
」
を
テ
ー
マ
に 

、

　
　
彦
島
全
体
で
「
第
１
回
彦
ま
ち
ミ
ニ
駅
伝
」
を
開
催
！

◆
開
催
日
：
令
和
４
年
12
月
3
日
（
土
）

◆
場
　所
：
ひ
こ
っ
と
ら
ん
ど
マ
リ
ン
ビ
ー
チ
（
西
山
海
水
浴
場
）

【
約
５
０
０
名
が
参
加
！
】

彦
島
の
５
つ
の
小
学
校
校
区
（
チ
ー
ム
／
各
校
区
）
対
抗
で
、
小
学
生
低

学
年
男
女
、
小
学
生
中
学
年
男
女
、
小
学
生
高
学
年
男
女
、
中
学
生
男
女
、

シ
ニ
ア
、
一
般
大
人
、
先
生
、
高
校
生
毎
の
編
成
で
10
チ
ー
ム
が
13
区
間

で
タ
ス
キ
を
つ
な
ぎ
ま
し
た
。
（
選
手
総
勢
１
３
０
名
）

　
彦
島
地
区
の
４
つ
の
平
家
踊
り
保
存
会
、
中
等
教
育
学
校
の
ダ
ン
ス
部
、

地
域
の
皆
様
の
応
援
で
大
会
が
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

経

緯

・

き

っ

か

け

　

活

動

内

容

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅰ

下関中等教育学校ダンス部の応援！

□ POINT

彦まちミニ駅伝大会のポスターとその模様

 ～支えあって
 元気な地域づくり～
住民の皆さんと共に
活動するイベント等を
企画し、元気なまちづ
くりを目指します！

選手宣誓！ 彦まちミニ駅伝大会

環境整備活動



安
全
快
適
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
　
　

「
救
急
救
命
講
習
会
」

　
安
全
快
適
ま
ち
づ
く
り
事
業
で
は
、
こ
れ

ま
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
施
設
一
覧
表
の
作
成
・
配

布
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
防
災
情
報
の
提

供
を
行
っ
て
き
て
お
り
、
今
回
は
い
ざ
と
い

う
と
き
に
役
に
立
つ
『
救
急
救
命
講
習
会
』

の
開
催
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

１０

　
自
治
会
単
位
で
は
『
彦
ま
ち
移
動
カ
フ
ェ
』
と
共

催
で
開
催
し
、
若
い
世
代
に
も
経
験
し
て
欲
し
い
と

の
思
い
か
ら
、
玄
洋
中
学
校
、
彦
島
中
学
校
と
相
談

を
し
て
、
中
学
校
で
も 

開
催
し
ま
し
た
。

◆
『 

彦
ま
ち
移
動
カ
フ
ェ 

』
共 

催
　 

弟
子
待
町
で
の

開
催
で
は
約
40
名
参
加
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
と
心
肺

蘇
生
法
の
講
習
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
向
井

町
と
江
の
浦
町
で
も
開
催
し
ま
し
た
。

◆
玄
洋
中
学
校
　
2
年
生
40
名
、
ま
ち
協
10
名
参
加
。

生
徒
た
ち
は
明
る
く
か
つ
真
剣
に
取
組
ん
で
い
ま
し

た
。 

◆
彦
島
中
学
校
　
2
年
生
１
３
０
名
、
ま
ち
協
7
名

で
各
班
に
ま
ち
協
メ
ン
バ
ー
が
入
り
、
指
導
も
実
施
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
の
取
材
も
入
り
、
取
組
み
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
初
め
て
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
が
、
大
変

好
評
で
「
来
年
も
ぜ
ひ
開
催
し
て
欲
し
い
」

と
の
お
声
掛
け
が
あ
り
、
来
年
度
は
下
関
中

等
教
育
学
校
、
玄
洋
中
学
校
、
彦
島
中
学
校

で
実
施
予
定
で
す
。 

　若
い
世
代
と
と
も
に
活
動
す
る
方
法
と
し

て
学
校
で
の
開
催
を
実
施
し
ま
し
た
。
学
校

と
の
協
力
体
制
も
十
分
に
で
き
て
、
次
に
つ

な
が
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

 

地
域
活
性
化
事
業

　

（
彦
島
歴
史
文
化
の
会
）

 

「
日
本
遺
産
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
出
展

経
緯
・
き
っ
か
け

　

活

動

内

容

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅱ

Ⅲ
　
彦
島
の
歴
史
・
文
化
遺
産
を
青
少
年
や
地
域
住
民
に
伝
え
る
活
動
を
進
め

て
い
ま
す
。
令
和
4
年
に
は
10
月
29
日
・
30
日
に
、
「
日
本
遺
産
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル(

海
峡
メ
ッ
セ
開
催)

」
に
出
展
し
ま
し
た
。

経

緯

・

き

っ

か

け

　
日
本
遺
産
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は

中
東
・
西
部
・
長
府
地
区
と
と
も
に

協
同
で
出
展
し
、
彦
島
地
区
は
彦
島

の
近
代
化
・
歴
史
通
産
な
ど
の
写
真

展
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま

し
た
。
日
本
遺
産
は
、
日
本
各
地
の

伝
統
や
文
化
を
国
内
外
に
発
信
す
る

た
め
に
、
文
化
庁
が
認
定
し
て
い
る

も
の
で
す
。
関
門
海
峡
を
巡
る
遺
産

は
、
下
関
市
に
17
遺
産
あ
る
う
ち
の

4
遺
産
が
彦
島
に
あ
り
ま
す
。

 

活

動

内

容

　
全
国
か
ら
の
来
場
者
に
、
彦
島

の
魅
力
を
発
信
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、
青
少
年
が
彦
島
を
好
き

に
な
り
、
こ
の
町
に
住
み
続
け
て

く
れ
る
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

成
果
・
課
題
・
展
望

彦島中学校での救急救命講習会



 ■ 事務所
  〒752-0966
  下関市亀の甲二丁目2番１号 
         豊浦小学校内
   □☎／ ：083-250-7450

 ■ 地域の状況（R4.10.1現在）
  人  口：16,182人 
   世 帯 数：  7,950世帯
  中学校区：長府中学校
  面  積：10.33㎢

 ■ H P  : https://www.chofu-machikyo.com/
 ■ MAIL : chofu-machikyo115@circus.ocn.ne.jp

タ
ウ
ン
コ
ン
サ
ー
ト in

 

長
府 -

教
育
部
会-

　
長
府
中
学
校
区
は
一
小
一
中
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

小
学
校
の
金
管
ク
ラ
ブ
と
、
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
の
合

同
演
奏
会
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
演
奏
会
の
当
日
は
、

朝
か
ら
プ
ロ
の
方
の
指
導
を
受
け
、
そ
の
後
、
演
奏
会

が
行
わ
れ
ま
す
。

　
金
管
ク
ラ
ブ
の
児
童
は
、
中
学
校
で
は
吹
奏
楽
部
に

在
籍
す
る
生
徒
が
多
い
た
め
、
令
和
４
年
度
は
、
中
学

生
が
小
学
生
を
指
導
す
る
交
流
会
と
演
奏
会
を
行
い
ま

し
た
。

１１

♪ タウンコンサートin長府 ♪

まちづくり協議会

長 府
地 区

　
交
流
会
で
は
パ
ー
ト
ご
と
に
分
か
れ
、
小

学
生
は
、
顔
な
じ
み
の
中
学
生
か
ら
楽
器
の

こ
と
や
演
奏
の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
ま
し

た
。
親
し
み
が
あ
っ
て
、
聞
き
や
す
か
っ
た

よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
会
場
設
営
に
あ
た
っ
て
は
、
学
校

の
先
生
方
や
保
護
者
の
方
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ

り
、
大
変
心
強
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

経

緯

・

き

っ

か

け

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅰ

□ POINT

 コロナ禍における活動では、
マスク着用・手指消毒・体温確
認・換気等に気を付けた上で、
実施しました。
 また、イベントや行事のお知
らせを、チラシやホームページ
に掲載し、広く周知しています。

～
　小
学
生
と
中
学
生
の
交
流
会
＆
演
奏
会
！
　～

◆
開
催
日
時
：
令
和
5
年
3
月
4
日
（
土
）

 

　
○
交
流
会
8
時
30
分
～
　
○
演
奏
会
10
時
30
分
～

◆
開
催
場
所
：
豊
浦
小
学
校
　
体
育
館

◆
交
流
会
参
加
人
数
：

　
○
豊
浦
小
学
校
金
管
ク
ラ
ブ
　
70
名

　
○
長
府
中
学
校
吹
奏
楽
部
　
　
50
名

◆
演
奏
会
入
場
者
：
１
５
０
名

　

活

動

内

容

中学生が小学生を指導する交流会演奏会がはじまる前



長
府
の
寺
子
屋 

　

-

教
育
部
会-

　｢

長
府
の
寺
子
屋｣

は
、
小

中
学
校
の
先
生
方
の
「
地
域

還
元
を
し
た
い
」
と
い
う
思

い
か
ら
始
ま
っ
た
生
涯
学
習

講
座
で
す
。

　
そ
の
後
、
高
校
に
コ
ミ
ュ

二
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
が
設
置

さ
れ
、
そ
の
取
組
み
の
一
環

と
し
て
、
た
く
さ
ん
の
講
座

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
方
や
地
域
の
も
の

づ
く
り
団
体
の
方
に
も
講
師

を
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
講

座
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
た

く
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

１２

　
冬
休
み
に
開
催
の｢

長
府
の
寺
子

屋
～
冬
休
み
ス
ポ
ー
ツ
講
座｣

と
は

趣
が
異
な
り
、
小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
参
加
で
き
る
講
座
の
た
め
、

参
加
者
は｢

長
府
の
寺
子
屋｣

を
楽

し
み
に
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
横
山
先
生
の
絵
本
の
講
座
は
、

絵
本
作
家
の
横
顔
や
絵
本
が
で
き

る
ま
で
の
経
緯
な
ど
楽
し
い
情
報

が
盛
り
だ
く
さ
ん
な
講
座
で
す
。

乳
幼
児
同
伴
も
可
能
に
し
、
プ
レ

イ
マ
ッ
ト
も
準
備
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
4
年
度
は
も
の
づ
く
り
団

体
と
の
日
程
が
か
な
わ
ず
残
念
で

し
た
が
、
次
回
は
参
加
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
緯
・
き
っ
か
け

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅱ

講座「横山眞佐子さんと
子どもの本をトコトン楽しむ」

【
横
山
眞
佐
子
さ
ん
と
子
ど
も
の

本
を
ト
コ
ト
ン
楽
し
む
】

◆
開
催
日
：
令
和
4
年
11
月
30
日

◆
講
　
師
：
横
山
眞
佐
子

◆
場
　
所
：
長
府
公
民
館

◆
参
加
者
：
19
名

【
中
学
生
の
食
生
活
と
栄
養
】

◆
開
催
日
：
令
和
4
年
12
月
6
日

◆
講
　
師
：
長
府
中
栄
養
教
諭

◆
場
　
所
：
長
府
中
学
校

◆
参
加
者
：
10
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
酸
化
還
元
反
応
で
色
の
変
化
】

◆
開
催
日
：
令
和
4
年
12
月
10
日

◆
講
　
師
：
長
府
高
校
化
学
教
諭

◆
場
　
所
：
長
府
高
校

◆
参
加
者
：
10
名
　

【
現
代
の
諸
課
題
と
倫
理
　～
生
命

倫
理
に
つ
い
て
考
え
よ
う
～
】

◆
開
催
日
：
令
和
4
年
12
月
10
日

◆
講
　
師
：
長
府
高
校
社
会
科
教
諭

◆
場
　
所
：
長
府
高
校

◆
参
加
者
：
5
名
　

【
ふ
る
さ
と
下
関
カ
ル
タ
大
会
】

◆
開
催
日
：
令
和
5
年
1
月
7
日

◆
講
　
師
：
豊
浦
小
学
校
校
長

◆
場
　
所
：
豊
浦
小
学
校

　
　
　
　
　
教
育
資
料
館

◆
参
加
者
：
15
名

 

活

動

内

容

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で

興
味
の
あ
る
講
座
に

参
加
さ
れ
ま
し
た
！

講座「中学生の食生活と栄養」



 ■ 事務所
  〒752-0932
  下関市長府松小田北町14番1号 
           長府小学校内
   □☎／ ：083-250-8980

 ■ 地域の状況（R4.10.1現在）
  人  口：11,385人 
   世 帯 数： 5,903世帯
  中学校区：長成中学校
  面  積：7.29㎢

 ■ H P  : https://chofutoubu-machikyo.jimdo.com/
 ■ MAIL : machikyo-chofutoubu@aioros.ocn.ne.jp

走
り
方
教
室
・
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

防

災

訓

練

・

ふ

る

さ

と

祭

り

認
知
症
フ
ェ
アin

長
府
東
部
２
０
２
３

　
地
域
の
子
育
て
支
援
・
世
代
交
流
・
幼
保
小
中
の
連
携
の
課
題
解
決
に
向

け
た
支
援
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活
動
が
大
人
だ
け

で
な
く
、
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
で
き
る
も
の

に
し
よ
う
と
し
て
各
活
動
を
計
画
し
、
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

１３

認知症フェアの会場

まちづくり協議会
地 区

　
回
覧
な
ど
に
よ
り
、
活
動
へ
の
参
加

人
数
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
希
望
者
も
多
く
な
り
、
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

経
緯
・
き
っ
か
け

成
果
・
課
題
・
展
望

【
走
り
方
教
室
】
令
和
4
年
5
月
実
施
（
参
加
者
40
名
）

【
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
】
11
月
～
２
月
ま
で
点
灯
（
参
加
者
20
名
）

　
長
府
東
公
民
館
の
周
り
に
少
し
ず
つ
明
る
さ
が
増
し
、
長
府
東
部
の
ま
ち

　
が
華
や
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
○
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
の
特
別
講
演
♪

　
シ
ン
ガ
ー
牟
田
裕
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

【
防
災
訓
練
】
令
和
5
年
2
月
実
施
（
参
加
者
50
名
）

【
ふ
る
さ
と
祭
り
】  

令
和
4
年
7
月
実
施
（
参
加
者
多
数)

）
　
中
学
生
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
！

【
認
知
症
フ
ェ
ア
】  

令
和
5
年
3
月
12
日
実
施
　
長
府
東
公
民
館
講
堂
に
て
（
参
加
者
80
名
）

　
～
認
知
症
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
認
知
症
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
目
指
し
て
～

　
○
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
　
　
○
ギ
タ
ー
演
奏
　
　
○
合
唱
団
に
よ
る
歌
唱

 

活

動

内

容

イルミネーション

□ POINT

長府東部

 毎年度活動範囲を拡大
しており、小学生・中
学生・高校生・若い方
の間に、活動が広く知
れ渡っていくよう計画
しています。

自主防災教室



 ■ 事務所
  〒759-6612
  下関市安岡駅前二丁目7番1号 
         安岡公民館内
   □☎／ ：083-250-8110

 ■ 地域の状況（R4.10.1現在）
  人  口：14,248人 
   世 帯 数： 7,015世帯
  中学校区：安岡中学校
  面  積：16.40㎢

 ■ H P  : http://yasuoka-kataroute.jimdofree.com/
 ■ MAIL : sukizaki583@vega.ocn.ne.jp

ピ
カ
ピ
カ
ウ
ォ
ー
ク

　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
数
名
で
リ
ヤ
カ
ー
を
引
っ
張
っ
て
町
内
の
ご
み
拾
い
を
し
て

み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
6
年
前
の
平
成
29
年
か
ら
、
毎
週
日
曜
日
の
早
朝
に
集
ま
っ
て
始
め
た

ご
み
拾
い
清
掃
活
動
で
す
。
ま
ち
協
の
旗
を
リ
ヤ
カ
ー
に
掲
げ
て
、
町
内
を
回
り
ま
し
た
。
始
め

た
当
時
は
歩
道
周
辺
に
結
構
な
数
の
ご
み
が
落
ち
て
い
ま
し
た
。

１４

ピカピカウォーク

まちづくり協議会

安 岡
地 区

　
課
題
と
し
て
は
、
メ
ン
バ
ー
に
新
規
加
入
者

が
い
な
い
こ
と
で
す
。
現
在
は
４
名
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
の
展
望
と
し
て
は
、
新
規
の
メ
ン
バ
ー

募
集
の
た
め
に
、
月
一
回
広
く
参
加
者
を
募
っ

て
、
み
ん
な
で
ピ
カ
ピ
カ
ウ
ォ
ー
ク
を
実
施
し
、

メ
ン
バ
ー
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

少
な
い
人
数
で
コ
ツ
コ
ツ
続
い
て
き
た
の
は
、

メ
ン
バ
ー
の
努
力
と
信
念
で
あ
る
「
ご
み
を
拾

う
こ
と
は
運
を
拾
う
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
思

い
か
ら
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

経

緯

・

き

っ

か

け

成
果
・
課
題
・
展
望

◆
開
催
日
時
：
毎
月
第
一
・
第
三
日
曜
　
午
前
７
時
か
ら
１
時
間
～
１
時
間
半
程
度

◆
参
加
人
数
：
３
～
８
人

◆
内
　
　容
：
み
ん
な
で
「
ピ
カ
ピ
カ
ウ
ォ
ー
ク
」
ご
み
拾
い
清
掃
活
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
　安
岡
の
ま
ち
を
み
ん
な
で
き
れ
い
に
し
ま
せ
ん
か
？
　～

　
当
事
業
を
始
め
た
頃
は
、
ご
み
袋
（
大
）
で
３
～
４
袋

集
め
て
い
ま
し
た
。
年
月
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
ご
み
の
量
は

減
少
し
、
現
在
で
は
半
袋
く
ら
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

町
民
の
皆
さ
ん
が
自
宅
周
辺
の
清
掃
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

か
ら
だ
と
、
こ
の
事
業
の
大
き
な
成
果
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
海
峡
ウ
ォ
ー
ク
で
も
リ
ヤ
カ
ー
を
引
い
て
完
走
！
　
ま
た
、

JR

で
福
江
方
面
や
梶
栗
方
面
へ
も
出
張
し
ま
し
た
。
ご
み
拾
い

と
同
時
に
、
周
辺
の
草
取
り
も
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

 

活

動

内

容

□ POINT

 まちづくりの行事では、
参加者が多いこと=成功と
思われがちです。
 しかし、たった２～３名
の参加者でも大切にしてコ
ツコツ活動することは、今
の時代の持続可能な活動と
して、もっと見直されるべ
きではないかと思っていま
す。

https://www.youtube.co
m/channel/UCHRVUpfqx
N7m_QTc_RSOBpw

YouTubeにて
ピカピカウォークの様子が

□ご覧いただけます！

まち協の旗を
掲げながら



 ■ 事務所
  〒750-1142
  下関市小月本町一丁目7番7号 
         小月公民館内
   □☎／ ：083-250-7330

 ■ 地域の状況（R4.10.1現在）
  人  口：25,485人 
   世 帯 数：12,148世帯
  中学校区：東部、木屋川中学校
  面  積：73.39㎢

 ■ H P  : https://toubu5-machikyo.jimdofree.com/
 ■ MAIL : toubu5k@wind.ocn.ne.jp

王
司
地
区
映
画
鑑
賞
会

　
王
司
地
区
住
民
を
対
象
と
し
た
「
映
画
鑑
賞
会
」
を

開
催
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
話
が
持
ち
上
が
り
、
令
和

3
年
12
月
よ
り
健
康
福
祉
部
会
の
活
動
と
し
て
認
知
症

に
関
す
る
映
画
「
ば
あ
ば
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
」
を
手
始

め
に
上
映
い
た
し
ま
し
た
。
王
司
地
区
で
の
開
催
の
た

め
、
王
司
地
区
団
体
（
自
治
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
ふ
る

さ
と
協
育
ネ
ッ
ト
・
民
生
委
員
・
福
祉
員
）
の
方
々
と

打
ち
合
わ
せ
を
数
回
重
ね
ま
し
た
。

１５

王司地区映画観賞会の会場

まちづくり協議会

東部5
地 区

　
「
大
変
よ
か
っ
た
」
「
涙
が
出
た
」
「
こ

れ
か
ら
も
開
催
し
て
ほ
し
い
」
「
今
後
開
催

さ
れ
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
手
伝
い
し
た

い
」
と
い
っ
た
声
を
頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
費
用
負
担
に
つ
い
て
の
検
討
や
、

東
部
５
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
う
ち
、

清
末
・
小
月
・
王
喜
・
吉
田
地
区
で
の
映
画

鑑
賞
会
を
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
い
く
の
か
を

考
え
て
い
く
予
定
で
す
。

経
緯
・
き
っ
か
け

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅰ
◆
令
和
4
年
4
月
19
日
（
火
）
　映
画
鑑
賞
会
説
明
会

　
○
目
的
・
趣
旨
　
○
開
催
予
定
日
　
○
上
映
作
品
・
時
間
　
○
上
映
費
用
　
○
今
後
の
進
め
方

◆
令
和
4
年
6
月
8
日
（
水
）
　映
画
鑑
賞
会
上
映
の
お
知
ら
せ
内
容
の
検
討
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
司
地
区
住
民
用
・
王
司
小
学
校
保
護
者
児
童
用
）

◆
令
和
4
年
7
月
30
日
（
土
）
　前
日
準
備
及
び
当
日
会
場
受
付
等
打
ち
合
わ
せ
会
議

　
○
7
月
30
日
現
在
「
映
画
観
賞
会
」
申
し
込
み
状
況
　
○
前
日
準
備
　
○
当
日
駐
車
場
へ
の
誘
導
、

　
　
第
1
回
目
～
第
3
回
目
の
人
員
配
置
、
受
付
、
検
温
、
上
映
終
了
後
の
椅
子
消
毒

◆
令
和
4
年
8
月
21
日
（
日
）
　王
司
公
民
館
に
て
3
回
上
映
（
10
時
・
13
時
30
分
・
18
時
）

　○
約
２
８
０
名
の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

 
活

動

内

容

映写の担当

上映中の「ばあばはだいじょうぶ」

東部5地区　
　
　
王
司
・
清
末
・
小
月

　
　
　
王
喜
・
吉
田
5
地
区

　
　
　
　
　
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
す
。



東
部
5
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会

　
下
関
市
東
部
地
区
の
核
と
な
る
施
設
、
乃
木
浜
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

場
に
て
、
「
東
部
５
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
」
を
開
催
！
　
選
手

権
大
会
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
素
晴
ら
し
い
地
域
の
施
設
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
、
真
剣
勝
負
に
よ
る
本
当
の
交
流
や
親
睦
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
目
指
し
て

企
画
し
ま
し
た
。
ま
た
、
第
一
回
選
手
権
大
会
を
開
催
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
先
、
第

二
、
第
十
回
大
会
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
、
将
来
は
下
関
、
山
口
選

手
権
大
会
に
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
夢
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
思
い
で
、
東
部
５
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
５
地
区
自
治
連
合
会
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
大
会
な
ど
が
力
を
結
集
し
、
開
催
に
つ
な
げ
ま
し
た
。

１６

　
東
部
５
地
区
全
体
か
ら
集

ま
っ
た
１
０
０
名
の
選
手
た
ち

が
、
真
剣
勝
負
で
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
事
業
は
、
一
つ

の
モ
デ
ル
事
業
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

経

緯

・

き

っ

か

け

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅱ

開会式

～  
東
部
５
地
区
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
選
手
権
大
会
を
開
催
！  

～

◆
開
催
日
：
令
和
4
年
10
月
30
日
（
日
）

◆
場
　所
：
乃
木
浜
総
合
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

◆
参
加
者
：
王
司
・
清
末
・
小
月
・
王
喜
・
吉
田
の
５
地
区
よ
り
、

　
　
　
　
　
16
チ
ー
ム
１
０
０
名
が
参
加
！

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
て
気
持
ち
よ
く
プ
レ
ー
を
す
る
こ
と
が
で
き
、

互
い
に
親
睦
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

活

動

内

容

選手宣誓！

真
剣
勝
負
の
競
技
中



 ■ 事務所
  〒751-0872
  下関市秋根南町二丁目4番33号 
            勝山公民館内
   □☎／ ：083-250-7522

 ■ 地域の状況（R4.10.1現在）
  人  口：24,991人 
   世 帯 数：12,624世帯
  中学校区：勝山中学校
  面  積：21.94㎢

 ■ H P  : https://katsuyamachikuinfo.wixsite.com/katsuyama
 ■ MAIL : katsumachi@theia.ocn.ne.jp

体
験
交
流
農
園
「
井
田
の
里
」
の

　
　
　
　
　
　

開
設
、
運
営
支
援

　
勝
山
北
部
に
あ
る
井
田
地
区
の
休
耕
田
を
活
用
し
た
、
市
街
地
に

住
む
人
た
ち
も
休
日
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
家
庭
菜
園
を
楽
し
み
、
人
と

人
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
を
図
る
「
市
民
農
園
」
。
そ
の
開
設
と
運
営

を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
人
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
活
力
あ

る
地
域
を
目
指
し
て
本
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
開
園
が
遅
れ
て
い
ま
し

た
が
、
令
和
4
年
度
は
感
染
諸
対
策
が
定
着
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
、

9
月
か
ら
の
テ
ス
ト
開
園
（
１
次
募
集
）
、
3
月
か
ら
の
2
次
開
園

と
、
順
調
に
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１７

農園ゾーンへの堆肥散布

まちづくり協議会

勝 山
地 区

　
休
耕
田
有
効
利
用
の
促
進
と
、
農
業

体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開
に
よ
り
、

利
用
者
の
農
業
へ
の
理
解
が
深
ま
り
ま

し
た
。
ま
た
、
里
山･

里
地
の
身
近
な
自

然
に
親
し
み
な
が
ら
、
市
街
地
と
農
振

地
の
交
流
も
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
現
時
点
で
農
園
ゾ
ー
ン
は
25
区
画
の

利
用
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
利
用

者
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
最
大
40
区

画
ま
で
の
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
体
験
交
流
ゾ
ー
ン
に
お
い

て
の
収
穫
祭
（
ふ
れ
あ
い
交
流
イ
ベ
ン

ト
）
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
　

　
課
題
と
し
て
は
、
高
齢
化
に
よ
り
農

園
全
体
の
維
持
・
管
理
作
業
の
人
材
確

保
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
追
加

の
応
援
隊
を
募
集
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

経
緯
・
き
っ
か
け

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅰ

【
農
園
ゾ
ー
ン
】

○
提
供
区
画
／
1
区
画 

7
・
６
ｍ 

ｘ 

3
・
1
ｍ      

　
令
和
4
年
度
は
5
月
に
1
次
募
集
（
20
区
画
／

契
約
17
区
画
）
、
11
月
に
2
次
募
集
（
25
区
画
／

契
約
10
区
画
）
を
実
施
。
延
べ
6
回
の
利
用
者
説

明
会
・
区
画
整
備
を
行
い
、
令
和
5
年
3
月
現
在

25
区
画
で
野
菜
作
り
を
楽
し
ん
で
頂
い
て
い
ま
す
。

【
体
験
交
流
ゾ
ー
ン
】
　
　

　
野
菜
作
り
指
導
の
体
験
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
沿
っ

て
、
野
菜
の
作
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
の
指
導
を
令
和

5
年
3
月
よ
り
展
開
し
て
い
ま
す
。

 
活

動

内

容

体験交流農園
「井田の里」全景

体験交流ゾーンの
収穫祭

農
園
ゾ
ー
ン
と
体
験
交
流
ゾ
ー
ン
に

分
け
て
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
！
　



知
っ
て
ほ
し
い
・
視
覚
障
害
の
こ
と

　
「
体
験
し
よ
う
福
祉
の
き
も
ち
」

と
題
し
、
令
和
２
年
度
に
は
、
参
加

者
が
車
い
す
に
乗
る
係
と
車
い
す
を

押
す
係
と
な
り
、
途
中
で
係
を
交
代

し
な
が
ら
実
際
に
車
い
す
を
使
用
し

て
勝
山
支
所
か
ら
新
下
関
駅
周
辺
を

巡
回
す
る
と
い
う
体
験
を
し
ま
し
た
。

　
令
和
３
年
度
は
令
和
２
年
度
の
活

動
を
受
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
障
害
を

知
る
こ
と
に
よ
っ
て
み
ん
な
が
優
し

い
気
持
ち
を
持
て
る
よ
う
に
な
っ
て

欲
し
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、
視

覚
障
害
者
の
方
を
お
招
き
し
て
講
演

会
を
行
い
ま
し
た
。

　
講
演
の
後
、
視
覚
障
害
者
の
方
と

と
も
に
、
勝
山
支
所
か
ら
新
下
関
駅

周
辺
を
白
杖
を
も
ち
い
て
通
行
体
験

を
し
、
通
行
困
難
箇
所
等
の
調
査
も

行
い
ま
し
た
。

１８

　
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
整
備
不
足
（
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
な
い
、

マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
で
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
途
切
れ
て
い
る
）
等

視
覚
障
害
者
の
方
に
と
っ
て
危
険
な
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
盲
導
犬
と
の
接
し
方
（
触

ら
な
い
、
声
を
掛
け
な
い
、
え
さ
を
与
え
な
い
、
見
つ
め
な

い
等
）
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
今
回
の
講
演
は
、
ま
ず
私
た
ち
が
自
分
の
心
の
バ
リ
ア
を

取
除
く
こ
と
が
一
番
大
切
で
あ
る
と
気
付
か
せ
て
く
れ
た
よ

う
に
思
い
ま
す
。

経
緯
・
き
っ
か
け

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅱ

□ POINT

 多くの方に参加していただき
たかったのですが、コロナ感染
防止の観点から自治会、勝山地
区民生委員、健康福祉部の部会
員とその家族の有志の方のみと
しました。
 マスク着用、体温測定、手指
消毒を基本とし、椅子の間隔を
広げて配置しました。
 今後は、チラシ・ポスター等
で事業の周知を図り、多くの方
の参加を得たいと考えています。

白杖を用いての歩行
マンホールの蓋が点字ブロックにかかっていました

◆
開
催
日
：
令
和
３
年
11
月
28
日
（
日
）
　
13
時
～
16
時
40
分

◆
参
加
者
：
80
名
　
◆
会
場
：
勝
山
公
民
館
３
階
　
音
楽
ホ
ー
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

◆
内
　容
：

　
○
山
口
県
立
下
関
南
総
合
支
援
学
校
岡
崎
校
長
、
中
村
教
諭
に
よ
る
講
話

　
○
盲
導
犬
利
用
者
岡
藤
さ
ん
の
お
話
と
、
盲
導
犬
を
連
れ
て
の
会
場
内
歩
行

　
○
参
加
者
全
員
が
交
代
で
白
状
を
使
用
し
な
が
ら
勝
山
公
民
館
か
ら
新
下
関
駅
ま
で

　
　
の
歩
道
の
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
状
況
、
障
害
物
等
の
調
査

　

活

動

内

容

盲導犬についての講演



 ■ 事務所
  〒750-0253
  下関市大字内日下1146番地5 
          内日公民館内
  ☎：090-9067-7944

 ■ 地域の状況（R4.10.1現在）
  人  口：1,077人 
   世 帯 数：535世帯
  中学校区：内日中学校
  面  積：29.64㎢
 
 ■ H P  : https://utsui-machikyo.jimdo.com
 ■ MAIL : utsuimk01@helen.ocn.ne.jp

地
域
行
事
の
復
活
『
ど
ん
ど
焼
き
』　

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
地
域
の
人
々
が
集
う
機
会
や
恒
例
行
事
が

減
少
し
、
人
と
人
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
少
子
高
齢
化
も
進
み
、
若
い
世
代
に
伝
え
て
い
き
た
い
地
域
の

伝
統
行
事
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
年
々
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
令
和
３
年
度
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
暮
ら
し
の
安
全

と
教
育
部
会
で
奮
起
し
、
約
30
年
間
途
絶
え
て
い
た
地
域
の
伝
統
行
事
を

復
活
さ
せ
て
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
絶
や
す
こ
と
な
く
活
性
化
し
て
い
こ

う
と
『
ど
ん
ど
焼
き
』
を
行
い
ま
し
た
。

１９

令和4年度やぐら点火

まちづくり協議会

内 日
地 区

　
令
和
３
年
度
は
初
め
て
の
試
み
で
、

や
ぐ
ら
の
作
製
方
法
、
火
の
燃
え
具

合
（
時
間
）
な
ど
、
手
探
り
の
状
態

で
の
実
施
で
し
た
。

　
幸
い
に
も
、
長
府
東
部
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
や
東
部
５
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ご
指

南
い
た
だ
き
、
事
故
も
な
く
無
事
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
で
は
、
前
年
の
経
験

を
活
か
し
て
手
際
よ
く
開
催
！

　
部
会
員
は
事
前
準
備
等
、
苦
労
も

多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
充
実
感
の
あ

る
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
学
生
を
は
じ
め
、
参
加
者
か
ら

も
楽
し
か
っ
た
と
好
評
で
、
来
年
度

以
降
も
安
全
に
留
意
し
な
が
ら
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
令
和
３
年
度
】

◆
開
催
日
：
令
和
４
年
１
月
16
日
（
日
）
10
時
～
12
時

◆
場
　所
：
内
日
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
内
　容
：
ど
ん
ど
焼
き
（
し
め
縄
・
書
初
め
の
焚
き
上
げ
）

　
　
　
　
　昔
の
遊
び
体
験
（
竹
馬
・
缶
ぽ
っ
く
り
）

◆
参
加
者
：
大
人
33
名
、
子
供
21
名
、
ス
タ
ッ
フ
18
名
、

　
　
　
　
　消
防
団
５
名
　計
77
名

【
令
和
４
年
度
】

◆
開
催
日
：
令
和
５
年
１
月
21
日
（
土
）
13
時
半
～
15
時

◆
場
　所
：
内
日
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

◆
内
　容
：
ど
ん
ど
焼
き
（
し
め
縄
・
書
初
め
の
焚
き
上
げ
）

　
　
　
　 
昔
の
遊
び
体
験
（
凧
あ
げ
・
こ
ま
回
し
・
メ
ン
コ
）

　
　
　
　 

内
日
消
防
分
団
に
よ
る
放
水
実
演

◆
参
加
者
：
大
人
35
名
、
子
供
20
名
、
ス
タ
ッ
フ
19
名
、

　
　
　
　
　消
防
団
６
名
　計
80
名

経

緯

・

き

っ

か

け

　

活

動

内

容

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅰ

コマ回し体験！

手作り凧を
製作中……

令和3年度やぐら点火



高
齢
者
の
健
康
増
進
事
業

 

『
懐
か
し
の
歌
を
う
た
う
会
』

　
高
齢
化
が
進
む
内
日
地
区
に
お
い
て
、
高
齢
者
が
い
か

に
元
気
に
明
る
く
暮
ら
し
て
い
け
る
か
は
地
域
全
体
で
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
は
、
高
齢
者
が
外
出
を
控
え
た
り
、
人
と
会
話
す

る
機
会
を
失
っ
て
い
る
な
ど
、
地
域
の
中
で
も
孤
立
す
る

こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
お
り
、
何
と
か
外
出
し
て
多
く
の
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
歌
で
楽
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
こ
の
事
業
の
実
施
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。

　
暮
ら
し
の
安
全
と
教
育
部
会
で
も
、
数
年
前
か
ら
計
画

を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
川
棚
で
活
動
さ
れ
て
い
る
『
な

つ
か
し
の
歌
を
歌
お
う
４
人
組
』
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を

得
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
開
催
が
実
現
し
ま
し
た
。

２０

【
第
１
回
】

◆
日
　時
：
令
和
4
年
11
月
24
日(

木)

　
　
　
　
　
13
時
～
14
時
半

◆
参
加
者
：
大
人
14
名
、
ス
タ
ッ
フ
8
名
、

　
　
　
　
　
講
師
4
名
　計
26
名

◆
内
　容
：
秋
を
テ
ー
マ
に
懐
か
し
の
歌
を

　
　
　
　
　
う
た
っ
て
脳
を
活
性
化
し
よ
う

【
第
２
回
】

◆
日
　時
：
令
和
5
年
2
月
23
日(

祝)

　
　
　
　
　
13
時
～
14
時
半

◆
参
加
者
：
大
人
19
名
、
子
供
3
名
、
ス
タ
ッ
フ

　
　
　
　
　
11
名
、
講
師
4
名
　計
37
名
　

◆
内
　容
：
冬
か
ら
春
を
テ
ー
マ
に
懐
か
し
の
歌

　
　
　
　
　を
う
た
っ
て
認
知
症
を
予
防
し
よ
う

　
1
回
目
は
、
密
に
な
る
こ
と
を
避
け

る
た
め
の
事
前
申
込
制
に
し
た
た
め
か
、

参
加
者
が
少
な
く
残
念
で
し
た
。
２
回

目
は
、
友
人
を
誘
い
合
っ
た
り
、
声
掛

け
を
し
た
り
し
て
、
口
コ
ミ
で
参
加
者

の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
声
掛
け
を
し
た
り
、
告
知
方

法
を
工
夫
し
た
り
し
て
参
加
者
の
数
を

増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

令
和
５
年
度
か
ら
は
、
年
３
回
の
定
期

開
催
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

鯉
の
ぼ
り
の

　
　
　
　

掲
示　

経

緯

・

き

っ

か

け

　

活

動

内

容

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅱ

Ⅲ
　
元
来
は
、
『
内
日
を
考
え
る
青
年
の
会
』
が
毎
年
の
恒
例
行
事
と
し
て
旧
内
日
ラ
イ
ス

セ
ン
タ
ー
前
広
場
に
鯉
の
ぼ
り
を
揚
げ
る
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
会
員
の
減
少
な
ど

に
よ
り
、
活
動
の
継
続
が
負
担
に
な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
令
和
４
年
度
か
ら
ま
ち
協

の
活
性
化
・
イ
ベ
ン
ト
部
会
が
活
動
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
鯉
の
ぼ
り
で
内
日
を
元
気
に
し
よ
う
と
い
う
共
通
認
識
の
も
と
、
引
き
続
き
『
内
日
を

考
え
る
青
年
の
会
』
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
協
働
し
て
活
動
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

経

緯

・

き

っ

か

け

【
鯉
の
ぼ
り
立
て
作
業
】

　◆
4
月
17
日
（
日
）
8
時
～
9
時
半

　
◆
旧
内
日
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
前
広
場

　
◆
参
加
者
28
名

【
鯉
の
ぼ
り
掲
示
期
間
】

　
◆
4
月
17
日
（
日
）
～
5
月
7
日
（
土
）

　
　
ま
で
毎
日

　
◆
５
カ
所
の
支
柱
に
鯉
の
ぼ
り
を
掲
揚

【
鯉
の
ぼ
り
撤
去
作
業
】

　◆
5
月
7
日
（
土
）
8
時
～
9
時

　
◆
参
加
者
17
名

　
活

動

内

容

「
鯉
の
ぼ
り
を
泳
が
せ
て
内
日
を
元
気
に

し
よ
う
！
」
と
い
う
恒
例
行
事
を
令
和
４

年
度
も
無
事
継
続
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

新
し
く
鯉
の
ぼ
り
を
寄
付
し
て
く
だ
さ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、
地
域
の
方
の
理
解

を
得
な
が
ら
、
活
動
を
定
着
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
少
子
高
齢
化
の

中
、
今
後
も
地
域
の
中
で
の
活
動
の
継
続

が
難
し
い
事
例
が
増
え
て
く
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
各
方
面
と
連
携
を
と
り
、
本
当

に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
事
業
を
可
能
な
範

囲
で
実
施
し
て
い
き
た
い
で
す
。

成
果
・
課
題
・
展
望

作業後の記念撮影

『懐かしの歌をうたう会』
～内日公民館3階講堂にて～

マスクを着用したまま歌う、席の間隔を開ける、
換気を行うなど、感染症対策に気を配って開催
しました！



 ■ 事務所
  〒751-0864
  下関市伊倉町二丁目1番1号 
         川中公民館内
   □☎／ ：083-250-6525

 ■ 地域の状況（R4.10.1現在）
  人  口：34,702人 
   世 帯 数：16,703世帯
  中学校区：川中、垢田中学校
  面  積：10.96㎢

 ■ H P  : https://www.kawamachi-dukuri.jp/
 ■ MAIL : kawamachi@galaxy.ocn.ne.jp

綾
羅
木
川
河
川
敷
環
境
整
備

（
綾
羅
木
川
堤
防
南
側
川
表
法
面
に
紫
陽
花
を
植
栽
）

　
昭
和
59
年
頃
の
綾
羅
木
川
河
川
敷
周
辺
は
、
古

タ
イ
ヤ
な
ど
の
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
場
所
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
62
年
か
ら
綾
羅
木
川
周

辺
の
環
境
整
備
を
兼
ね
、
コ
ス
モ
ス
を
植
栽
し

「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
を
推
進
。
平
成
15
年
に
は

全
国
表
彰
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
平
成
2
年
10
月

に
は
「
コ
ス
モ
ス
祭
り
」
も
開
催
し
、
以
来
「
川

中
自
治
連
合
会
」
か
ら
、
「
川
中
地
区
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
」
へ
と
引
き
継
ぎ
、
地
域
の
方
々
に
末

永
く
親
し
み
、
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

令
和
元
年
度
の
開
催
を
も
ち
ま
し
て
「
川
ま
ち
コ

ス
モ
ス
祭
り
」
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
ち
ょ
う
ど
節
目
の
年
に
幕
を
引
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
「
川
中
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会 

環

境
部
会
」
の
活
動
と
し
て
は
、
綾
羅
木
川
周
辺
の

環
境
整
備
は
継
続
し
、
コ
ス
モ
ス
か
ら
紫
陽
花
に

替
え
て
植
栽
を
続
け
、
将
来
は
『
紫
陽
花
ロ
ー

ド
』
と
し
て
、
地
域
の
方
々
の
癒
し
の
道
に
し
た

い
と
思
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

２１

綾羅木川堤防に咲く紫陽花

まちづくり協議会

川 中
地 区

　綾
羅
木
川
周
辺
は
ポ
イ
捨
て
ご
み
の
多
い
区
域
で
す
。
川
中
中
学
校
で
は
教

育
活
動
の
一
環
に
「
地
域
貢
献
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

し
て
ポ
イ
捨
て
ご
み
を
拾
い
集
め
る
清
掃
活
動
を
年
３
回
実
施
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
は
、
小
学
生
を
含
め
た
地
域
の
方
々
に
も
活
動
が
広
ま
り
、
ポ
イ
捨
て

ご
み
の
な
い
『
ま
ち
』
に
な
る
よ
う
、
ご
み
０
運
動
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　ま
た
、
綾
羅
木
川
河
川
敷
環
境
整
備
事
業
が
、
秋
桜
の
花
か
ら
紫
陽
花
の
花

に
替
わ
り
、
紫
陽
花
ロ
ー
ド
と
し
て
憩
い
の
場
所
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
散

歩
道
・
ジ
ョ
ッ
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
と
し
て
も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
予
定
で
す
。
響
灘
に
沈
み
ゆ
く
夕
陽
の
景
観
は
、
さ
ら
に
癒
し
を
提
供
し

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

経
緯
・
き
っ
か
け

成

果

・

課

題

・

展

望

Ⅰ

紫
陽
花
の
苗
の
育
成
と
植
栽
（
環
境
部
会
員
22
名
）

令
和
２
年
６
月
～
令
和
５
年
３
月
　約
６
０
０
株
を
育
成  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

○
令
和
２
年
７
月
４
日
（
17
名
）
紫
陽
花
の
苗
畑
の
除
草
、
耕
起
、

河
川
敷
草
刈
り 

○
令
和
２
年
７
月
５
日
（
10
名
）
プ
ラ
ン
タ
ー
に

鉢
上
げ
し
育
て
た
苗
を
苗
畑
に
３
０
０
株
移
植 

○
令
和
２
年
８
月

24
日
（
５
名
）
苗
畑
除
草
作
業
○
令
和
４
年
３
月
９
日
（
８
名
）
・

３
月
13
日
（
６
名
）
各
１
５
０
株
ず
つ
苗
畑
に
移
植 

綾
羅
木
川
南
側
川
表
法
面
に
紫
陽
花
植
栽
作
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
令
和
３
年
２
月
14
日
（
15
名
）
植
栽
場
所
の
穴
掘
り
、
紫
陽
花

１
５
１
株
を
植
栽
○
令
和
３
年
３
月
10
日
（
4
名
）
苗
畑
に
26
株

移
植
○
令
和
３
年
４
月
23
日
（
6
名
）
植
栽
場
所
の
草
刈
り
、
竹

杭
立
て
作
業 

１
５
１
本
設
置
○
令
和
３
年
４
月
25
日
～
５
月
２
日

１
６
４
株
を
植
栽 

○
令
和
４
年
２
月
10
日
植
栽
場
所
の
草
刈
り

○
令
和
４
年
２
月
12
日
（
20
名
）
植
栽
場
所
の
穴
掘
り
、
１
２
０
株

を
植
栽
○
令
和
４
年
２
月
16
日
（
5
名
）
45
株
を
植
栽

伊
倉
歩
道
橋
～
観
月
橋
に
計
４
８
０
株
の
植
栽
を
完
了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

○
令
和
５
年
２
月
７
日
（
10
名
）
植
栽
場
所
の
草
刈
り
、
穴
掘
り

○
令
和
５
年
２
月
８
日
（
15
名
）
観
月
橋
か
ら
上
流
75
株
を
植
栽

植
栽
予
定
場
所
に
合
計
５
５
５
株
の
植
栽
を
完
了
し
ま
し

た
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

活

動

内

容

環
境
整
備

ア

ジ

サ

イ



C
an

d
le N

ig
h
t 

２
０
２
３ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

in
 

下
関
市
立
考
古
博
物
館

　
２
年
目
を
迎
え
た
「C

andle N
ight

」
の

イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
３
月
11
日
は
綾
羅
木
郷
遺
跡
が

国
の
史
跡
指
定
を
受
け
た
記
念
日
に
あ
た
り
ま
す
。

　
平
成
31
年
３
月
16
日
に
史
跡
指
定
50
周
年
を
記
念

と
し
て
「
川
ま
ち
弥
生
ま
つ
り
」
を
開
催
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
た
め
、
中
止
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
度
も
感
染
の

終
息
が
見
え
ず
、
中
止
を
決
定
す
る
と
と
も
に
、

「
川
ま
ち
弥
生
ま
つ
り
」
と
し
て
は
今
後
も
開
催
し

な
い
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
綾
羅
木
郷
遺
跡
及
び
周
辺
の
古
墳
群
・

遺
跡
は
川
中
地
区
の
宝
の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
、
何
ら

か
の
形
で
事
業
を
実
施
し
て
い
こ
う
と
再
考
し
て
い

る
中
、
考
古
博
物
館
よ
り
協
力
の
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。
２
回
目
か
ら
の
参
加
に
な
り
ま
す
が
、
共
催
と

い
う
形
で
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

２２

　
「
川
ま
ち
弥
生
ま
つ
り
」
の
事
業
計
画
を
変
更
し
、
新
た
な
事
業
を

模
索
し
て
い
る
中
で
の
要
望
で
し
た
。
今
後
は
徐
々
に
キ
ャ
ン
ド
ル
数

を
増
や
し
、
若
宮
古
墳
の
周
囲
に
ま
で
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
地
域
住
民
の
方
々
に
も
、
参
加
し
て
竹

灯
籠
や
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
成
し
て
も
ら
い
、
輪
を
広
げ
る
こ
と
で
、
人

口
交
流
に
つ
な
が
れ
ば
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
将
来
的
に
は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
一
つ
と
し
つ
つ
、
形
を
変
え
て
い

く
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
川

中
地
区
住
民
の
交
流
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
人
た
ち
が
参
加
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
の
実
施
を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

経
緯
・
き
っ
か
け

成

果

・

課

題

・

展

望

Ⅱ

◆
開
催
日
：

令
和
5
年
3
月
11
日
（
土
）

◆
時
　間
：

日
没
に
来
場
者
と
キ
ャ
ン
ド

ル
点
灯
後
、
20
時
終
了

◆
内
　容
：

○
館
内
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
及
び

講
堂
を
1
１
１
３
個
のLED

キ
ャ
ン
ド
ル
な
ど
で
装
飾

（
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
６
０
２

個
・
講
堂
５
１
１
個
）

○
館
外
円
形
広
場
を
１
０
６

４
個
の
テ
ィ
ー
ラ
イ
ト
キ
ャ

ン
ド
ル
な
ど
で
装
飾

◆
ス
タ
ッ
フ
：
34
人

（
考
古
博
物
館
職
員
11
名
、
川
中

地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
23
名
）

◆
来
場
者
：
７
８
２
名

（
幼
児
１
１
６
名
、
小
中
高
校
生

２
１
５
名
、
大
人
４
５
１
名
）

　

活

動

内

容

□ POINT

 コロナ禍であること
から、感染防止の対策
に万全を期して事業を
実施しました。
 屋外で行う事業を優
先し、屋内での事業に
おいては参加人数を制
限し、これまで継続し
てきた事業については
極力実施することにし
ました。
 高齢者を対象とした
「オレンジカフェ」は
やむを得ず中止しまし
た。また、「川まち弥
生まつり」も中止しま
した。

「
２
０
２
３
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
」

の
文
字
が
光
り
輝
き
ま
し
た
！

キ
ャ
ン
ド
ル

 

ナ
イ
ト



 ■ 事務所
  〒759-6525
  下関市吉見下1533番地 
          吉見公民館内
  ☎：083-250-8756
  □  ：083-250-8211
 
 ■ 地域の状況（R4.10.1現在）
  人  口：5,263人 
   世 帯 数：2,951世帯
  中学校区：吉見中学校
  面  積：26.50㎢
 
 ■ H P  : https://www.yoshimiweb.com
 ■ MAIL : yoshimichiku-machidukuri@outlook.jp

「
恐
竜
エ
コ
ア
ー
ト
」

　
　
　
　

（
令
和
３
年
度 

毘
沙
ノ
鼻
関
連
事
業
）

　
平
成
５
年
（
１
９
９
３
年
）
に
、
吉
母
海

岸
で
発
見
さ
れ
た
恐
竜
の
足
跡
化
石
は
、
中

生
代
ジ
ュ
ラ
紀
（
約
1
億
4
千
万
年
前
）

の
地
層
か
ら
の
発
見
と
い
う
こ
と
で
、
国
内

最
古
の
足
跡
化
石
と
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
貴
重
な
地
域
資
源
を
活
用
し
、
本
州

最
西
端
橋
か
ら
毘
沙
ノ
鼻
展
望
公
園
ま
で
の

道
を
「
恐
竜
街
道
」
と
し
て
、
こ
こ
数
年
、

多
く
の
市
民
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

壁
画
や
パ
ネ
ル
の
設
置
を
行
っ
て
き
て

い
ま
す
。

　
そ
う
い
っ
た
活
動
の
中
、
「
恐
竜
街
道
」

の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
も
あ
る
本
州
最
西
端
橋

に
あ
る
巨
大
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
面
に
、

高
圧
洗
浄
機
を
使
っ
て
市
内
を
中
心
に
エ
コ

ア
ー
ト
制
作
活
動
を
し
て
い
る
ア
ト
リ
エ
ミ

ミ
ッ
ク
さ
ん
か
ら
の
申
し
出
を
受
け
、
巨
大

な
恐
竜
を
描
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２３

□ □恐竜エコアート全景 

まちづくり協議会

吉 見
地 区

　
巨
大
な
エ
コ
ア
ー
ト
は
、
「
恐
竜

街
道
」
の
起
点
と
し
て
こ
れ
以
上
な

い
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
元
年
（
２
０
１
９
年
）
に
始

め
た
恐
竜
に
ま
つ
わ
る
こ
の
活
動
で

す
が
、
「
恐
竜
街
道
」
と
い
う
名
前

に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
、
今
後
も
少
し

ず
つ
作
品
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

　
周
辺
の
草
刈
り
や
小
休
止
で
き
る

環
境
の
整
備
な
ど
、
地
元
自
治
会
の

協
力
も
頂
き
な
が
ら
、
今
後
も
活
動

を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
エ
コ
ア
ー
ト
で
は
、
今
回
描
い
て

い
た
だ
い
た
恐
竜
の
右
側
に
ス
ペ
ー

ス
が
残
さ
れ
て
お
り
、
ア
ト
リ
エ
ミ

ミ
ッ
ク
さ
ん
と
連
携
し
な
が
ら
第
２

弾
を
検
討
し
て
い
く
予
定
で
す
。

◆
実
施
日
：
令
和
3
年
11
月
20
日
、
23
日

　
壁
面
の
汚
れ
を
洗
い
落
と
す
こ
と
に
よ
り
絵
を
描
く

「
エ
コ
ア
ー
ト
」
を
実
施
！
　
足
跡
化
石
の
主
で
も
あ

る
イ
グ
ア
ノ
ド
ン
が
モ
チ
ー
フ
と
し
て
描
か
れ
ま
し
た
。

　
縦
約
16ｍ
、
横
約
25ｍ
の
巨
大
な
恐
竜
は
ア
ト
リ
エ

ミ
ミ
ッ
ク
さ
ん
に
と
っ
て
も
最
大
規
模
の
作
品
と
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
恐
竜
の
視
線
の
先
に
、
秋
に
日
本
列

島
を
南
下
す
る
際
に
毘
沙
ノ
鼻
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
る

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
も
描
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

経
緯
・
き
っ
か
け

 

活
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容
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・
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高圧洗浄機でエコアート製作中



「
浴
衣
着
付
け
教
室
・
盆
踊
り
教
室
」　
　
　

　
　
　
　

（
令
和
4
年
度 

教
育
活
動
事
業
）

　
中
学
校
の
家
庭
科
で
は
日
本
の
伝
統
衣
装
と
し
て
和
服
の
文

化
を
学
び
ま
す
が
、
気
軽
に
接
す
る
機
会
は
な
か
な
か
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
和
服
の
中
で
最
も
身
近
な
浴
衣
の
「
着
る
」

「
た
た
む
」
を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

た
ち
の
協
力
を
得
て
、
着
付
け
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

２４

【
浴
衣
着
付
け
教
室
】

令
和
4
年
7
月
7
日
開
催

　
中
学
3
年
生
を
対
象
に
、

令
和
元
年
か
ら
始
ま
っ
た
活

動
で
す
。
当
日
は
、
講
師
の

先
生
に
浴
衣
の
歴
史
に
つ
い

て
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
後
、

生
徒
た
ち
は
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
も
な
ん
と
か
浴
衣
を

「
着
て
」
、
し
っ
か
り
と

「
た
た
む
」
こ
と
を
体
験
し

ま
し
た
。

【
盆
踊
り
教
室
】

令
和
4
年
7
月
6
日
開
催

　コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
こ
こ

2
年
は
夏
祭
り
が
見
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
本
年
は
コ

ロ
ナ
対
策
を
し
な
が
ら
開
催

す
る
こ
と
に
。
そ
こ
で
、
着

付
け
教
室
の
前
日
に
は
、
夏

祭
り
に
向
け
た
活
動
と
し
て
、

地
域
に
伝
わ
る
「
吉
見
踊

り
」
を
全
校
生
徒
が
練
習
し

ま
し
た
。

　
中
学
校
で
の
吉
見
踊
り
の
練
習
風

景
は
動
画
を
撮
影
し
、
後
日
、
吉
見

小
学
校
で
放
送
し
ま
し
た
。
　

　
練
習
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
夏
祭
り
で
は
盆
踊

り
の
列
に
加
わ
る
小
学
生
や
浴
衣
姿

の
中
学
生
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
一

定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま

す
。
夏
祭
り
に
合
わ
せ
て
、
今
後
も

継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
第
１
回
吉
見
温
泉

　

セ
ン
タ
ー
古
本
ま
つ
り
」

　

（
令
和
4
年
度 

イ
ベ
ン
ト
企
画
事
業
）

経
緯
・
き
っ
か
け
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Ⅲ
　
吉
見
温
泉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ

の
春
に
併
設
の
キ
ャ
ン
プ
場
を
開

業
さ
せ
た
際
、
温
泉
と
キ
ャ
ン
プ

と
と
も
に
「
読
書
」
も
楽
し
ん
で

も
ら
え
た
ら
と
、
有
志
が
無
料
の

本
貸
し
出
し
制
度
「
ご
縁
文
庫
」

を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
活
動
を
応

援
・
Ｐ
Ｒ
す
る
意
味
も
込
め
て
、

「
読
書
の
秋
」
に
開
催
し
ま
し
た
。

経
緯
・
き
っ
か
け

◆
開
催
日
時
：
令
和
４
年
９
月
23
日
（
金
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
10
時
～
16
時
　

◆
開
催
場
所
：
吉
見
温
泉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

　
県
内
外
３
つ
の
古
書
店
を
招
い
て
の
、
一
日

限
り
の
古
本
ま
つ
り
を
開
催
！

　
秋
分
の
日
、
雨
ま
じ
り
の
中
で
し
た
が
、
温

泉
と
キ
ャ
ン
プ
の
利
用
者
に
は
予
想
以
上
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
ま
し
た
。

 

活

動

内

容

　
駐
車
場
の
一
角
が
会
場
と
な
る
こ

と
も
あ
り
、
規
模
を
大
き
く
し
て
い

く
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
「
読
書

の
秋
」
シ
ー
ズ
ン
に
お
け
る
「
温
泉

×

読
書
」
、
「
キ
ャ
ン
プ×

読
書
」

を
提
案
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
今

後
も
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 成

果
・
課
題
・
展
望

浴衣を「着て」、
「たたむ」…

悪戦苦闘しながら
なんとか着ること
ができました！



令和2年度から菊川中学校で始まったボランティア活動やスポーツ体験活動を行う日です。
令和2年度には、環境美化活動として、まちづくり協議会のメンバーと共に、

町内の生活バス停のベンチの補修も行いました！

～「菊川で学び、活躍する日」～

 ■ 事務所
  〒750-0313
  下関市菊川町大字田部747番地4 
      菊川総合支所第3庁舎内
   □☎／ ：083-250-8401

 ■ 地域の状況（R4.10.1現在）
  人  口：7,305人 
   世 帯 数：3,368世帯
  中学校区：菊川中学校
  面  積：83.78㎢
 
 ■ H P  : https://kikugawa-machikyo.jimdofree.com/
 ■ MAIL : machi-kiku927@dune.ocn.ne.jp

地
域
体
験
教
室

　

（
菊
川
で
学
び
、
活
躍
す
る
日
）

　
令
和
２
年
度
か
ら
、
菊
川
中
学
校
で
は
「
菊
川
で
学
び
、
活
躍
す
る
日
」
と

称
し
て
、
部
活
動
の
な
い
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
体
験
活
動
を

行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
生
徒
が
学
校
を
離
れ
、
生
徒
自
身
の
考
え
で
参
加
す
る

地
域
体
験
教
室
と
し
て
、
学
校
で
は
学
べ
な
い
体
験
や
地
域
で
の
学
び
の
場
を

設
定
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

２５

地域体験教室「和太鼓」

まちづくり協議会

菊 川
地 区　

　
地
域
体
験
教
室
を
通
じ
て
、
部

活
動
と
は
異
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
や

文
化
的
事
象
を
体
験
す
る
こ
と
に

よ
り
地
域
理
解
の
一
助
と
な
り
ま

し
た
。

　
今
後
も
生
徒
の
選
択
の
幅
が
更

に
広
が
る
よ
う
に
、
新
た
な
体
験

教
室
の
実
施
に
取
組
ん
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
月
に
１
回
程
度
、
菊
川
中
学
校
の
「
菊
川
で
学
び
、
活
躍
す
る
日
」
に
合
わ
せ

て
、
和
太
鼓
、
箏
の
演
奏
、
多
肉
植
物
の
寄

せ
植
え
、
陶
芸
、
健
康
太
極
拳
、
百
人
一
首

や
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
体
験
教
室
を
実
施
し

ま
し
た
。

　
一
度
に
開
催
す
る
教
室
は
、
応
募
状
況
に

応
じ
て
２
～
４
教
室
で
す
。
生
徒
た
ち
は
、

学
び
の
機
会
が
増
え
、
各
教
室
に
積
極
的
に

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

経

緯

・

き

っ

か

け
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・
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Ⅰ

箏教室・百人一首教室の様子



菊
川
町
賑
わ
い
事
業

（
夏
ま
つ
り
花
火
大
会
ス
テ
ー
ジ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

提
灯
タ
ワ
ー
）

　コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
「
絆
」
を
大
切
に
し
、
町
民
が
元
気
で

楽
し
く
交
流
し
て
地
域
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

こ
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

２６

【
菊
川
夏
ま
つ
り
花
火
大
会
】
菊
川
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

主
に
ス
テ
ー
ジ
を
担
当
！
　◆
開
催
日
：
令
和
4
年
7
月
23
日
（
土
）

◆
出
演
者
：
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
、
地
元
音
楽
バ
ン
ド
、
菊
川
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
、

菊
川
町
で
勤
務
さ
れ
て
い
る
（
さ
れ
て
い
た
）
教
職
員
で
結
成
し
た
バ
ン
ド
。
菊
川
よ
さ
こ
い
蓮
合
。
出
演
者
の
依
頼

か
ら
運
営
を
行
い
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
田
部
高
等
学
校
の
生
徒
が
司
会
と
ス
テ
ー
ジ
補
助
を
行
い
ま
し
た
。

【
提
灯
タ
ワ
ー
】
花
火
大
会
開
催
に
合
わ
せ
て
、
ア
ブ
ニ
ー
ル
前
の
ふ
れ
あ
い
広
場
に
点
灯
さ
せ
ま
し
た
。
菊
川

中
学
校
美
術
部
の
生
徒
、
楢
崎
小
学
校
、
岡
枝
小
学
校
、
豊
東
小
学
校
の
児
童
に
パ
ネ
ル
作
成
を
依
頼
し
、
提
灯
の
灯

り
に
照
ら
さ
れ
た
パ
ネ
ル
が
菊
川
町
の
夜
に
輝
き
ま
し
た
。

　
３
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
菊
川
夏
ま
つ

り
花
火
大
会
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
規
制
が
あ
っ
た
中
で
の
開
催
で
し
た

が
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
委
員
が
率

先
し
て
運
営
に
携
わ
り
、
無
事
に
成
功

で
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今

後
も
町
民
と
の
絆
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
見
守
り
事
業

（
お
れ
ん
じ
文
化
祭
認
知
症

    

ミ
ニ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ルin

豊
東
）

経
緯
・
き
っ
か
け
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認
知
症
に
対
す
る
理
解
啓
発
を
目
的
と
し
、
「
文
化
祭
の
よ
う
に
楽
し
め
る
雰
囲
気
の
中

で
認
知
症
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
幅
広
い
世
代
の
住
民

を
対
象
に
実
施
し
ま
し
た
。

経

緯

・

き

っ

か

け

◆
開
催
日
時
：
令
和
4
年
10
月
22
日(

土)

10
時
～
12
時

◆
場
　
　所
：
豊
東
小
学
校
体
育
館

◆
内
　
　容
：
○
地
域
食
堂
プ
ラ
サ
ー
ル
の
演
奏
○
菊
川

豊
田
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
講
話
○
き
く
が
わ
苑
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
認
知
症
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
体

験
○
か
る
が
も
劇
団
の
寸
劇
○
ア
ト
リ
エ
ね
こ
び
の
臨
床

美
術
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
○
サ
ロ
ン
遊
具
体
験
○
認
知
症
機

器
の
展
示  

活

動

内

容

　文
化
祭
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
開
催
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
楽
し
み
な
が
ら
認

知
症
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
今
後
、
認
知
症
が
あ
っ
て
も
、
楽
し

く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

成
果
・
課
題
・
展
望

まちづくり協議会を
中心に、幅広い年齢層の町
民がイベントを通じて交流

できました！
 今後の様々な活動の

足がかりになったと感じま
した。

輝く提灯タワー

提灯タワーのパネル作成

おれんじ文化祭



 ■ 事務所
  〒750-0424
  下関市豊田町大字矢田 149番地1
     豊田生涯学習センター内
   □☎／ ：083-766-0775

 ■ 地域の状況（R4.10.1現在）
  人  口：4,618人 
   世 帯 数：2,289世帯
  中学校区：豊田中学校
  面  積：163.47㎢

 ■ H P  : http://toyota.main.jp
 ■ MAIL :toyota.machizukuri@clock.ocn.ne.jp

豊
田
発
シ
モ
ノ
セ
キ

　
　
　
　

キ
ラ
キ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
加

　こ
の
事
業
は
、
「
豊
田
町
の
医
療
・
福
祉
の
担
い
手
を
ど
の
よ
う
に
育
て
る
か
？
　地
域
の
み
ん
な
で
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？
」
を
テ
ー
マ
に
、
へ
き
地
医
療
で
下
関
北
部
地
域
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
担
う
次
世
代
の
人
材
の
確
保
を
目
的

と
し
た
、
豊
田
中
央
病
院
、
山
口
大
学
国
際
総
合
科
学
部
、
山
口
県
立
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
へ
き
地
医
療
支
援
部
、
市
社
協
、

豊
田
保
健
セ
ン
タ
ー
、
菊
川
・
豊
田
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
す
。

　
地
元
代
表
と
し
て
豊
田
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ
参
加
要
請
が
あ
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
豊
田
ま
ち
協
も
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
令
和
３
年
度
よ
り
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

２７

キラキラプロジェクト しめ縄飾り完成！

まちづくり協議会

豊 田
地 区

　
久
し
ぶ
り
に
若
い
学
生
が
一
堂
に
会

す
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
豊
田
町
の
実

態
を
体
験
を
通
し
て
理
解
し
て
も
ら
い
、

若
い
医
療
関
係
者
が
帰
っ
て
来
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
山
口
大
学
、
県
中
央
病
院
等
遠
隔
地
と
は
リ
モ
ー
ト
会
議
が
主
と
な
り
、
豊
田
中
央
病
院
を
中
心

と
し
て
、
各
課
題
に
つ
い
て
毎
月
末
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
実
施
し
ま
し
た
。
（
20
数
名
／
回
参
加
）

◆
豊
田
中
央
病
院
入
口
の
空
地
に
ふ
れ
あ
い
花
壇
を
造
成
し
、
花
植
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
山
口
農
業
高
等

学
校
西
市
分
校
園
芸
科
の
先
生
、
生
徒
も
参
画
し
、
病
院
医
師
、
看
護
士
、
山
大
学
生
、
豊
田
ま
ち
協
の
メ
ン
バ
ー
で
作

業
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
行
い
ま
し
た
。
（
15
名
／
回
参
加
）

　花
壇
に
は
、
花
こ
と
ば
が
入
っ
た
写
真
パ
ネ
ル
も
設
置
し
て
、
道
行
く
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

◆
令
和
3
年
12
月
27
日
、
28
日
の
両
日
は
「
と
よ
た
び
」
と
し
て
、
豊
田
町
で
医
療
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
！
　
医
大
生
、
看

護
学
生
、
大
学
生
の
22
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　【
１
日
目
】
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
町
内
４
地
区
を
ま
わ
る
「
と
よ
た
ふ
れ
あ
い
歩
き
」
と
、
地
域
ケ
ア
を
担
う
人
材

　
　
　
　
　
　
と
の
交
流
を
図
る
「
医
療
系
企
画
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　【
２
日
目
】
地
域
と
の
交
流
と
し
て
「
ほ
た
る
か
ご
の
製
作
」
（
15
名
参
加
）
、
「
し
め
縄
づ
く
り
」
（
12
名
参
加
）

　
　
　
　
　
　
を
地
域
の
方
の
指
導
の
も
と
体
験
し
ま
し
た
。

　
経

緯

・

き

っ

か

け

　

活

動

内

容

Ⅰ

花ことば入り写真パネルほたるかご製作中……

成
果
・
課
題
・
展
望



長
門
ポ
ッ
ポ
Ｓ
Ｌ
里
帰
り
事
業

　
前
年
の
令
和
２
年
度
に
、
長
門
鉄
道
開
業
１
０
０
周

年
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
京
都
府
与
謝
野
町
の
Ｓ
Ｌ

広
場
が
閉
園
す
る
に
あ
た
り
、
長
門
ポ
ッ
ポ
が
豊
田
町

に
譲
渡
さ
れ
る
こ
と
に
！
　
沿
線
の
小
月
～
菊
川
～
豊

田
に
関
係
す
る
、
東
部
５
地
区
・
菊
川
・
豊
田
地
区
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
の
共
同
で
「
長
門
ポ
ッ
ポ
を
守
る

会
」
を
立
ち
上
げ
て
、
道
の
駅
「
蛍
街
道
西
ノ
市
」
に

設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

２８

◆
令
和
３
年
４
月
：
Ｓ
Ｌ
運
搬
・
設
置
に
伴
う
、

　
基
礎
・
上
棟
・
運
搬
・
搬
入
計
画
検
討

◆
令
和
３
年
７
月
：
基
礎
工
事
着
手

◆
令
和
３
年
９
月
：
Ｓ
Ｌ
運
搬
・
据
付

◆
令
和
３
年
11
月
：
完
成
式
典
（
50
名
参
加
）
、

　
一
般
開
放

　
以
上
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
長
門
鉄
道
の
歴
史
を

振
り
返
り
、
先
人
の
業
績
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
旧
長
門
鉄
道
沿
線
の
小
月
～
菊
川
～

豊
田
に
あ
る
、
３
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

（
東
部
５
地
区
・
菊
川
・
豊
田
）
の
共

同
事
業
と
し
て
活
動
し
て
き
て
、
地
域

の
歴
史
を
確
認
で
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
今
後

ど
の
よ
う
に
繋
い
で
い
く
か
努
力
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

第
１
回
ま
ち
中
花
い
っ
ぱ
い

　
　
　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

経
緯
・
き
っ
か
け

　
活

動

内

容

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅱ

Ⅲ

　
ま
ち
づ
く
り
の
柱
と
し
て
、
設
立
（
平
成
28
年
）
以
来
「
ま
ち
中
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。
役
員
会
の
中
で
、
こ
の
取
組
み
を
よ
り
多
く
の
町
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
・
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
と

い
う
声
が
あ
り
、
こ
の
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

経

緯

・

き

っ

か

け

◆
応
募
期
間
：
令
和
4
年
10
月
下
旬
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
12
月
13
日

　
応
募
作
品
を
道
の
駅
に
掲
示
し
て
、
来
場

者
の
方
に
投
票
し
て
も
ら
い
、
得
票
数
の
順

に
最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
特
別
賞
を
決
定
し

ま
し
た
。

　
令
和
5
年
1
月
21
日
（
土
）
に
道
の
駅

で
表
彰
式
を
行
い
、
そ
の
様
子
はJ:C

O
M

で
も
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
活

動

内

容

　
今
回
は
応
募
期
間
が
花
の
少
な
い
時

期
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
応
募
点
数
が

少
な
か
っ
た
で
す
が
、
「
ま
ち
中
花

い
っ
ぱ
い
運
動
」
に
対
す
る
意
識
付
け

に
は
効
果
が
あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
は
花
の
多
い
春
か
ら
夏

に
か
け
て
継
続
し
て
実
施
し
、
豊
田
地

区
の
ま
ち
中
が
花
い
っ
ぱ
い
に
な
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

成
果
・
課
題
・
展
望

□ POINT

 より多くの人に
活動へ参加しても
らうために、行事
案内を回覧・各戸
配布していますが、
ＬＩＮＥなども活
用することも考え
ています。

長門ポッポ竣工式

受賞者へのインタビュー



◆
開
催
日
：
令
和
5
年
2
月
26
日
（
日
）

◆
場
　所
：
川
棚
公
民
館
　
講
堂

◆
参
加
者
：
豊
浦
町
に
関
わ
る
６
団
体

　
２
個
人
（
計
１
１
５
名
）

◆
内
　容
：
吹
奏
楽
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、

　
大
正
琴
演
奏
、
マ
ジ
ッ
ク
、
エ
レ
ク

　
ト
ー
ン
演
奏
、
太
鼓
、
フ
ラ
ダ
ン
ス

　
と
多
様
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
披
露

　さ
れ
ま
し
た
。
２
０
０
名
を
超
え
る

　
入
場
者
が
あ
り
、
特
に
子
ど
も
さ
ん
が
出
演
さ
れ
る
演
目
は
立
ち
見

　
も
で
る
ほ
ど
で
し
た
。

 ■ 事務所
  〒759-6301
  下関市豊浦町大字川棚 
         7112番地4
   □☎／ ：083-227-2744

 ■ 地域の状況（R4.10.1現在）
  人  口：15,914人 
   世 帯 数：  7,901世帯
  中学校区：夢が丘、豊洋中学校
  面  積：75.86㎢

 ■ H P  : https://toyouramatidukuri.wixsite.com/kyougikai
 ■ MAIL : toyoura-machidukuri@chic.ocn.ne.jp

と
よ
ス
テ

 

　

 

（
と
よ
う
ら 

み
ん
な
の 

ス
テ
ー
ジ
）

　
令
和
２
年
度
に
開
催
し
た
「
豊
浦
も
の
づ
く
り
作
家
展
」
の
芸
能

活
動
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
開
催
！
　
豊
浦
町
内
で
文
化
活
動
を
し
て

お
ら
れ
る
方
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
で
き
る
場
を
提
供
し
、

町
民
が
一
緒
に
楽
し
め
る
機
会
を
作
り
た
い
と
考
え
て
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
企
画
し
ま
し
た
。

２９

第１回とよステ キッズダンス

まちづくり協議会

豊 浦
地 区

　
各
公
民
館
の
文
化
祭
な
ど
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
中
止

と
な
る
中
、
発
表
の
場
を
求
め
て
お
ら
れ
た
方
に
は
絶
好
の
機
会
と
な

り
、
「
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は

コ
ロ
ナ
禍
で
練
習
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
を
見
合
わ
せ

た
団
体
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
次
回
は
よ
り
多
く
ご
参
加
い
た
だ
け
る

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
を
ま
た
い
で
の
開
催
と
な
り
、
子
ど
も
の
演
目
も
多

か
っ
た
た
め
、
よ
り
多
く
の
方
に
見
て
い
た
だ
け
て
、
日
頃
は
接
す
る

こ
と
の
な
い
演
目
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
、
参
加
者
に
と
っ

て
は
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
開
催
と
い
う
こ
と
で
、
募
集
期
間
や
具
体
的
な
進
め
方
が

分
か
ら
ず
、
チ
ラ
シ
や
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
が
遅
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
や
、
町
内
に
十
分
に
催
し
を
周
知
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
参
加

者
募
集
や
集
客
な
ど
に
ま
だ
ま
だ
改
善
す
べ
き
点
は
あ
り
ま
す
が
、
回

数
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
口
コ
ミ
な
ど
で
認
知
度
も
高
ま
っ
て
い
く

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
町
民
全
体
で
盛
り
上
が
れ
る
催
し
を
企
画
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
経
緯
・
き
っ
か
け
　

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅰ
活

動

内

容

青龍太鼓のパフォーマンス



行
政
と
の
懇
談
会
・
要
望
書
の
提
出

　
令
和
４
年
４
月
に
、
豊
田
町
、
豊
北

町
に
続
い
て
豊
浦
町
が
「
過
疎
地
域
」

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
市
は
過
疎
地
域

脱
却
の
た
め
に
「
過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
（
第
１
次
変
更
）
」
（
案
）
を

作
成
・
公
表
し
、
９
月
議
会
に
て
、
受

け
た
意
見
を
も
と
に
修
正
し
た
案
の
承

認
を
経
て
、
現
在
、
10
年
間
を
見
据
え

た
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
計
画
と
し

て
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
豊
浦
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
し
て
で
き
る
こ

と
を
考
え
、
こ
の
計
画
が

有
効
な
も
の
に
な
る
よ
う

市
に
提
案
し
て
い
き
た
い

と
の
思
い
で
、
行
政
と
の

懇
談
会
や
要
望
書
の
提
出

な
ど
を
全
体
で
の
取
組
み

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

３０

　
説
明
会
を
実
施
し
た
こ
と
で
、
地
域
の
多
く
の
方

に
市
の
作
成
し
た
計
画
を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
、
よ
り
幅
広
い
意
見
を
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
実
施
さ
れ
た
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
通
常
に
比
べ
て
非
常
に
多

く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
有
用
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
多
く
の
意
見
が
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
は
残
念
で
し
た
が
、
さ
ら
に

市
と
の
意
見
交
換
会
を
も
つ
こ
と
に
よ
り
、
町
民
の

意
見
を
直
接
伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
意
義
が

あ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

経
緯
・
き
っ
か
け

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅱ

　
令
和
4
年
5
月
の
地
域
活
性
化
部
会
報
で
過
疎
地
指

定
に
つ
い
て
特
集
を
組
み
、
問
題
点
や
解
決
の
た
め
の
施

策
な
ど
を
町
民
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
6
月
25
日
に
は

過
疎
対
策
計
画
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

説
明
後
に
行
っ
た
質
疑
で
は
、
計
画
の
詳
細
や
実
効
性
な

ど
に
対
し
、
鋭
い
質
問
が
多
く
出
ま
し
た
。

◆
説
明
会
参
加
者
：

　○
町
内
の
各
自
治
会
、
農
業
、
水
産
業
、
商
工
会
、
観
光
協
会

　
　
な
ど
に
参
加
を
呼
び
掛
け
、
26
名
が
参
加
。

　○
市
の
企
画
課
よ
り
３
名
、
豊
浦
総
合
支
所
よ
り
12
名
が
参
加
。

　
ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
受
け
て
作
成
さ
れ
た

「
過
疎
地
域
持
続
的
発
展
計
画
（
第
１
次
変
更
）
」

（
案
）
に
対
し
、
計
画
が
「
過
疎
」
の
現
状
を
改
善
す
る

た
め
に
有
効
な
も
の
に
な
る
よ
う
、
行
政
に
協
力
し
、
連

携
す
る
た
め
、
11
月
に
市
長
宛
て
の
「
要
望
書
」
を
提
出

し
、
回
答
を
も
っ
て
令
和
５
年
１
月
18
日
、
19
日
に
市
と

「
意
見
交
換
会
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

さ
ら
に
留
意
し
て
ほ
し
い
７
つ
の
事
柄
を
再
度
「
要
望

書
」
と
し
て
市
に
提
出
し
ま
し
た
。

活

動

内

容

行政との意見交換会

□ POINT

 まちづくり協議会が単なる
行政の下請け団体や、イベン
ト遂行のための団体に終わる
ことなく、市政に地域住民の
切実な声を届けるという役割
を果たせるよう、今後も折に
触れ行政への働き掛けをして
いきます。

地域活性化部会報



 ■ 事務所
  〒759-5331
  下関市豊北町大字神田1199番地1
      豊北生涯学習センター内
   □☎／ ：083-786-0010

 ■ 地域の状況（R4.10.1現在）
  人  口：7,831人 
   世 帯 数：4,137世帯
  中学校区：豊北中学校
  面  積：168.64㎢

 ■ H P  : https://machikousaku.wixsite.com/mysite
 ■ MAIL :machikousaku@gmail.com

成
人
式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
令
和
3
年
度
に
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
成
人
式
を

開
催
で
き
な
か
っ
た
当
時
の
成
人
に
、
成
人
式
を

し
て
あ
げ
た
い
と
い
う
地
域
の
声
を
聞
い
た
こ
と

を
き
っ
か
け
に
、
「
成
人
式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３１

新成人と来賓の方々

まちづくり協議会

豊 北
地 区

　
対
象
の
成
人
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
や

当
時
の
先
生
も
出
席
し
て
い
た
だ
き
、
大

変
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
を
地

元
中
学
校
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、
学
校
と

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
の
関
係
も
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
協
の
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は

な
く
、
当
日
の
対
象
者
も
ス
タ
ッ
フ
に
加

え
る
こ
と
で
、
思
い
出
づ
く
り
や
達
成
感
、

今
後
自
分
た
ち
で
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
可
能
性
を
広
げ
る
こ
と
も

で
き
ま
し
た
。

　
よ
り
多
く
の
方
に
活
動
に
参
加
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活

動
や
豊
北
町
を
よ
り
広
く
伝
え
る
た
め
に

も
、
イ
ベ
ン
ト
の
周
知
方
法
や
マ
ス
コ
ミ

へ
の
取
材
依
頼
な
ど
、
も
っ
と
効
果
的
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
実
施
日
：
令
和
5
年
1
月
3
日
（
火
）

◆
会
　場
：
豊
北
中
学
校
　
体
育
館

◆
参
加
者
：
成
人
対
象
者
38
名

◆
内
　
容
：
地
域
全
体
で
お
祝
い
し
、
同
級
生

と
の
ひ
と
時
の
時
間
を
持
て
る
よ
う
企
画
さ
れ

た
も
の
で
す
。
式
典
だ
け
で
な
く
、
記
念
撮
影
、

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
や
餅
ま
き
も
実
施
し

ま
し
た
。

　
実
施
に
あ
た
り
、
会
場
・
景
品
・
記
念
品
な

ど
の
交
渉
や
、
参
加
者
・
来
賓
の
案
内
、
マ
ス

コ
ミ
へ
の
呼
び
掛
け
を
行
い
ま
し
た
。

経
緯
・
き
っ
か
け

 
活

動

内

容

Ⅰ

成人式後の餅まき

専修寺マルシェ 手作りの風鈴で作ったアーチ

成
果
・
課
題
・
展
望



専修寺の境内

再生された障害者用駐車場

専
修
寺
マ
ル
シ
ェ

　
地
元
下
関
北
高
校
と
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
コ
ラ
ボ

し
て
作
成
し
た
、
移
動
式
シ
ャ
ッ
タ
ー
ア
ー
ト
を
地
元

の
お
寺
に
設
置
し
て
い
た
だ
い
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

お
寺
に
て
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
し
た
い
と
の
声
を
聞
き
、

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
お
寺
と
自
治
会
が
一
緒
に
な
っ

て
マ
ル
シ
ェ
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

３２

◆
実
施
日
：
令
和
4
年
10
月
29
日
（
土
）

◆
会
　場
：
専
修
寺

◆
内
　容
：
出
店
者
の
呼
び
掛
け
や
チ
ラ
シ
の
作
成
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
日
の
タ
イ
ム
ス
ケ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ュ
ー
ル
、
役
割
分
担

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
考
え
、
当
日
の
駐
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
誘
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
食
べ
物
ブ
ー
ス
・
野
菜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
販
売
・
風
鈴
作
り
・
遊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び
場
・
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ど
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
の
行
事
や
集
ま
る

機
会
が
な
か
っ
た
の
で
、
地
域
の
み
な

さ
ん
に
と
て
も
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま
し

た
。
今
後
は
、
お
寺
と
自
治
会
が
主
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

豊
北
中
学
校

　
　
　

駐
車
場
白
線
再
生

経
緯
・
き
っ
か
け

 

活

動

内

容

成
果
・
課
題
・
展
望

Ⅱ

Ⅲ

　
地
元
の
図
書
館
も
併
設
さ
れ
て
い
る
豊
北
中
学
校
の
駐
車
場
の
白
線
が
、
劣
化
に
よ
り

ま
っ
た
く
見
え
ず
、
き
ち
ん
と
駐
車
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
危
険
で
あ
る
と
の
声
を
聞
き
、

保
護
者
や
地
元
有
志
で
駐
車
場
の
白
線
の
再
生
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

経

緯

・

き

っ

か

け

◆
実
施
日
：
令
和
5
年
1
月
28
日
（
土
）
　

◆
場
　所
：
豊
北
中
学
校
駐
車
場

◆
参
加
者
：
20
名

◆
内
　容
：
事
故
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
経
年

劣
化
に
よ
り
消
え
て
い
る
駐
車
場
の
白
線
を
、

保
護
者
や
地
元
有
志
で
再
生
し
ま
し
た
。

 

活

動

内

容

　
市
や
行
政
で
は
難
し
い
地
域
の
問
題

を
解
決
で
き
て
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
　

　
代
議
員
が
日
頃
か
ら
地
域
と
の
関
わ

り
を
持
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
地
域

の
声
を
聞
く
こ
と
に
よ
り
、
問
題
の
発

見
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
活
動
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
積
極
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
実
施
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
域
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
問
題
解
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
行
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
き
ま
す
。

成
果
・
課
題
・
展
望

専修寺マルシェのメイン会場

白線が再生された駐車場
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